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注 意 事 項

日本国外に持ち出す際の注意

本製品は日本国内で使用されることを想定して、製造されています。本製品は外

国為替及び外国貿易管理法の規定により、戦略物資等規制品に該当します。従っ

て、日本国外に持ち出す際には日本国政府の輸出許可申請等の必要な手続きをお

取りください。

本書の内容の一部または、全部を無断転載することは禁止しています。

本書の内容につきましては万全を期して作成していますが、万一不審な点や誤り、

記載洩れなどお気付の点がありましたら、最寄りの営業所までご連絡ください。

本製品を運用した結果の影響につきましては、一切の責任を負いかねます。

予めご了承ください。

ご使用前にこの説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。



保 証

本器は、弊社が十分な試験・検査を行って出荷しておりますが、万一製造上の不備によ

る故障または輸送中の事故等による故障がありましたら、当社または当社代理店までご

連絡ください。

当社または当社契約代理店からご購入された製品で、納入後一年間の当社の責任による

故障につきましては、無料で修理をする保証をいたします。ご使用上の不注意、改造を

された場合および天災などによる事故につきましては保証いたしかねますのであらかじ

めご了承願います。

ご注意
● 本書の内容の一部または全部を、無断で転載することは禁止されています。
● 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
● 本書の内容については万全を期しておりますが、万一不可解な点や誤り、お気づきの

点がありましたら、ご一報ください。

修理にあたって

万一不具合があり、故障と判断された場合、あるいはご不明な点がありましたら、お求

めになりました当社または当社代理店にご連絡ください。

ご連絡の際は、型式名 (または製品名)、製造番号 (SERIAL NUMBER) とできるだけ詳し

い症状をお知らせください。

修理期間はできるだけ短くするよう努力しておりますが、ご購入後５年以上経過してい

る製品の場合は、補償パーツの品切れなどにより、日時を要する場合があります。

また、補償パーツの製造中止の場合、著しい破損がある場合、改造された場合などは修

理をお断りすることがありますのであらかじめご了承ください。

修理は原則として、引き取り修理をお願いします。出張修理をご希望の場合は、修理費

の一部（交通費など）が有償となります。また、故意または過失による故障の修理は、

保証期間中であっても有償となります。無償修理した箇所については、修理日より一年

間を保証期間といたします。本保証は、日本国内のみで有効です。

本保証は購入者の権利を制限するものではありません。

定 期 点 検

測定値を保証する精度内に維持するために定期点検が必要です。点検は６ヶ月毎にお受

けください。
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安全にご使用いただくために

本器は、IEC-414「指示・記録計器の安全規格」を考慮して設計・試験が行われ、安全性

を確認して出荷しております。

ご注意

● 本器を安全にご使用いただくために、下記の警告や注意事項を必ずお守りください。

これらの注意事項に反したご使用により生じた損害については、当社はその責任と保

証を負いかねます。

● 機器の接地

感電事故を防止するため、必ず本器を大地に接地してください。

本器の３極電源プラグを、保護接地コンタクトを持った３極電源コンセントに接続

すれば、本器は接地されます。

３極－２極変換アダプタを使用する場合は、必ず変換アダプタの接地線（緑色）を

コンセントのそばの接地端子に接続してください。

後面パネルに保護接地端子がある場合は、この端子を２mm２以上の導線で接地しても

結構です。

● 電源コード

本器に付属しております100V／120V地区向け電源コードの定格は、電圧125V、絶縁

耐圧1250Vrms／１分間です。AC125V以上では使用できませんのでご注意ください。

200V/240V地区でご使用の場合は、電源コードを200V系のものに交換してください。

なお、本体だけの絶縁耐圧はAC1500Vrms／１分間です。

電源接続前に必ずコンセントの電圧が本装置の定格電源電圧に適合している事を確

認してください。

使用しない時、電源コードをコンセントから抜いてください。
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● 電源ヒューズ

本器の電源用ヒューズは、取扱説明書の「3.9.1 ヒューズの交換」の項に記載され

た定格のものを使用してください。

また、ヒューズを交換するときは、必ず電源コードをコンセントから抜いてくださ

い。

（3.9.1 ヒューズの交換を参照）

● 使用環境

可燃性のガス、または蒸気のある場所では、爆発の危険性がありますので、絶対に

本器や他の電機製品を動作させないでください。

本装置は約２５㎏あります。充分な強度のある机上または台上で使用してください。

本装置は底面全体が水平な平面上にある状態で使用してください。不安定な接地方

法や姿勢では落下する危険性があります。

● 警告事項の厳守

この取扱説明書に記載されているすべての警告（下記の例，参照）は、重大事故に

結びつく危険を未然に防止するためのものです。

記載されている内容は必ずお守りください。

● 電源コードが接続された状態では、電気的な安全性と本器の構造についての十分な

知識を持ったサービスマン以外は、絶対にケースを開けないでください。本器の電

源部には危険な高電圧があり、接触すると感電事故を起こす場合があります。

● 輸送，保管中の損傷

過度の振動や衝撃を受けて破損したときなど、安全保護の働きが失われている恐れ

がある場合は、本器を動作させないようにした上で、直ちに当社または当社代理

店にご連絡ください。

● カバーの取り外し

カバーを開ける場合は、電源コードを外して、内部回路が十分放電してから開けて

ください｡また、万一事故が起きても、直ちに救助できる人がいるところで作業して

ください。

● 操 作

操作スイッチおよびＥＬ表示器の付いた操作部は可動構造になっています。

“指づめ”などにご注意ください。また、記録ペンは入力信号やスイッチ操作など

で、高速駆動される場合があります。記録ペンの交換などで手を記録ペン可動範囲

に入れる時には、正しく操作してください。また、不用意に記録ペンの可動範囲に

身体の一部を入れないようにしてください。
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● 安全関係の記号

本器や取扱説明書で使用されている安全上の記号の一般的定義を下記に示します。

取扱説明書参照記号

安全を確保するために、取扱説明書を参照する必要がある場所に表示

されます。

高電圧危険信号

１ｋＶ以上の電圧が出力または入力される場所に表示されます。

保護接地端子記号

機器が故障した場合に、感電事故を防止するために接地する必要のあ

る端子に表示されます。

機器を操作する前に、必ずこの端子を大地に接続してください。

警告記号
WARNING

機器の取り扱において、感電など、使用者の生命や身体に危険がおよ

ぶ恐れがある場合に、その危険を避けるための情報を記述しています。

注意記号
CAUTION

機器の取り扱いにおいて、機器の損傷を避けるための情報を記述して

います。
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１．はじめに

１．１ 運用上に関するご注意

本 書 の 内 容 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは、固くお断

りします。

本書の内容について、将来予告無しに変更することがあります。

本書の内容につきましては、万全を期して作成していますが、万一

不審な点や、誤り、記載漏れなどお気付きの点がありましたら、最

寄りの営業所までご連絡ください。

製 品 の 運 用 本製品は一般的な用途（試験・実験など）に使用されることを意図

しています。高い品質・信頼性が要求され、その故障や誤動作が

直接人命を脅かしたり、人体に危害を及ぼす恐れのある場合（医療

用途・各種安全装置など）や、金銭取引上の計測には使用できませ

ん｡

本製品は、上記のことにかかわらず、運用の結果の影響について

は、一切の責任を負いかねますので予めご了承ください。

国外への持ち出し 本製品は日本国内での使用を前提に製造・販売されています。日本

国外ではその国の法律、または規制などにより、本製品を使用でき

ない場合があります。このような場合、本製品の使用によって罰せ

られることがありますが、当社として一切の責任を負いかねます。

本製品の修理・保守サ－ビスおよび不具合についての対応も、日本

国内に限りますのでご注意ください。

本製品は「外国為替及び外国貿易管理法」の規定により、戦略物資

等規制品に該当する場合があります。従って日本国外に持ち出す際

には日本国政府の輸出許可が必要な場合があります。

日本国外へ持ち出される場合は、当社にご相談ください。

運 搬 本装置は、約２５Kg前後あります。

運搬は十分注意して行ってください。

警告 必ず、２人以上で運搬してください。



- 2 -

１．はじめに

１．２ 本書の構成

はじめに 本書や本製品の運用に関するご注意や保証などについて説明して

あります。

各部の名称と機能 接続や操作方法などにについて、図を中心に説明してあります。

最初に、まず見ていただくことによって、動作方法の概要がつかめ

るようになっています。既に、ペンレコ－ダをお使いの方は、本章

のみで使用開始できます。

取扱方法 付属品や記録紙・入力ユニットの装着方法について説明します。

操作の方法 パネル面のスイッチおよびＥＬ表示器の表示の操作方法について

説明しています。基本的な操作について知ることができます。

動作の説明 よりくわしい動作についての説明です。トラブル対策や記録結果の

くわしい考察など、もっとよく知っていただくために記載されてい

ます。

オプション オプションの説明です。

仕 様 本製品、およびオプションの仕様について記載されています。
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１．はじめに

１．３ 梱包

再度、梱包される場合は、下図を参照して行ってください。また、輸送されることが

ある場合は、できるだけ、梱包箱や緩衝材を保存しておいてご利用ください。

付属品 次の付属品が入っていることを確認してください。揃っていない場合

には、お買い求めの販売店または当社営業担当へご連絡ください。

名 称 型 名 数 量

電源コ－ド １

記録紙（２０ｍ） ２５０１Ｐ５０ １

ＩＣメモリカ－ド ＪＳ２５６Ｇ３－ＣＺ－１５ １

ペ ン（各色） ＮＤＬ－＊＊ 各１

ダストカバ－ １

ヒュ－ズ ５Ａ １（本体内蔵）

入力カバ－ １

入力カバ－ステ－ ４

取扱説明書 １

スポイド １

接地アダプタ １

外部リモ－ト １

コネクタ
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１．はじめに

１．４ 記録の準備

最初に、使用される場合は次の順に読んで操作するようお奬めします。

（１） オ－トペンキャップに水を入れます。 （３．３項）

（２） 電源コネクタを接続し、電源スイッチを入れます。 （２．２．１項）

（３） 記録紙を装着します。 （３．１項）

（４） 記録ペンを装着します。 （３．２項）

（５） ペンアジャストを行います。 （２．１．２(9項））

（６） 入力ケ－ブルを接続します。 （３．６項）

（７） 入力カバ－を装着します。 （３．８．１項）
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２．各部の名称と機能
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

操作部は可動し、任意の位置で使用することができます。

警告

操作部は、上下に可動すると共に、上端では回転します。操作部は

固定されないため、常に移動する可能性があります。指をつめる等

身体の一部をはさむ可能性があるので、注意してください。

また、ペンは高速で動作する場合があります。ペン動作領域に身体

の一部を入れると、ペン、またはペン台車が高速でぶつかる危険性

があります。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．１ 表示部

アナログ波形、ディジタル表示、設定画面を表示します。入力アンプ、補助機能の設

定全てをこの表示器内で行います。設定部のスイッチ操作により表示を切り換えます。

アナログ波形は、記録紙送りに同期してスクロ－ルします。

ディジタル表示は、補助機能内のスケ－ル機能の設定により、物理量で直続すること

ができます。（ＡＵＸ→ＳＣＡＬＥ）

アナログ波形

ディジタル表示

WAVE/1 WAVE/2 WAVE/4
M O N I T O R DIGITAL chart=50.00m

CH DIGITAL CH DIGITAL

15 ＊＊＊ 16 ＊＊＊

13 13.84 V 14 12.76 mV

11 8.56 V 12 6.32 V

9 7.87 V 10 10.56 V

7 230.5 ℃ 8 2560 rpm

➔ 5 6 1.562 V

3 4.872 mV 4 783 mmHg

1 10.45 V 2 -2.564 mV

15:45:56 C H A R T S P E E D= 10mm/min
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

キ－ロック

ランプ点灯でフィ－ドスイッチ以外はロ

ック

補助機能設定

リミッタ， 記録紙送り，スケ－ル，

時刻，タグネ－ム，ペンアジャスト，

コメント，プリンタ，ＩＣカ－ド，

ＣＦカード，インタ－フェ－ス

入力アンプ・記録紙送り設定

電圧，温度，レンジ，バイアス，

スパン，フィルタ

波形表示・記録紙送り設定

アナログ波形，ディジタル表示

アナログ波形は、記録紙送りに同期して

スクロ－ルします。

セレクト ↑ ↓ ← →

表示画面内のカ－ソル移動

微調整

ランプ点灯で微調整可能

ＩＮＰＵＴ設定時は画面表示の最少桁が

変化します。 分解能を上げる場合、テ

ンキ－で小数点以下を入力します。

例えば、１Ｖレンジの場合、1.000Ｖと

入力すれば、0.001Ｖ毎に微調整できま

す。

確定

表示チャネルのＯＮ／ＯＦＦ

コピ－機能

時刻の確定

キャラクタ－の確定

アジャスト機能の開始

ＩＣカ－ドのファイルの確定

設定

このアップ・ダウンスイッチで全ての設

定が行えます。

ファインスイッチと併用します。

テンキ－でも同様のことが行えます。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

入力アンプ（ＩＮＰＵＴ）、モニタ（Ｍ

ＯＮＩＴＯＲ）、補助機能（ＡＵＸ）の

設定に直接数値を入力する時にテンキ－、

小数点、マイナススイッチを使用します。

セット

テンキ－スイッチでデ－タ数値を入力し

た場合、最後に必ずセットスイッチを押

します。

クリア

テンキ－スイッチで設定を誤って行った

時の、消去スイッチです。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（１） 入力アンプ・記録紙送り （ＩＮＰＵＴ）

アンプの設定、記録紙送りの設定を行います。

入力条件設定画面

[MONITOR],[AUX]で INPUTの設定モードを表示
他の機能に切替え (他にCOPY MODE,TIME BASE)

INPUT (SET MODE)

TY FIL RAN. RANGE BIAS %
CH PE TER SPAN SPAN-L SPAN-R

16 * * ** ** ** 8 CHは現在
入力ユニットがない 15 * * ** ** ** SPAN-L,SPAN-R

14 V OFF SPAN 8.0 V 4 V
13 V OFF RAN. 10.33 V 20 %
12 Pt ON SPAN 200 ℃ 0 ℃
11 B ON SPAN 150 ℃ 10 ℃

設定CH 10 R ON SPAN 200 ℃ -50 ℃
9 S OFF SPAN 0 ℃ 300 ℃
8 T OFF SPAN 100 ℃ 150 ℃

カーソルの←を押し､ 7 E OFF RAN. 500 ℃ 20.0 % 現在SPAN-R値が設定可能
[COPY MODE]にして 6 K OFF SPAN 1200 ℃ -100 ℃ [UP],[DOWN]で数値可変
[ENTRY]キーを押す 5 J ON SPAN 100 ℃ 0 ℃ [FINE]ONで細かい数値
と、[à]を表示 4 mV ON RAN. 10.0mV 10.0 % 設定([TEN KEY]と[SET]

[à]のCHを基準とし 3 mV OFF SPAN 50.0mV 0.0 mV でも設定可能[ENTRY]は
て、CH上のカーソル E 2 V ON RAN. 5.50 V 30.5 % 不要)
を移動して[ENTRY]キ 1 V OFF RAN. 10.0 V 50.0 %
ーを押すと、[à]位置
のコピーができる 15:45:56 CHART SPEED= 10mm/min

このラインには正しい 時刻表示 カーソルを[CHART SPEED]の位置にする
設定値でない時エラー と数値は[UP],[DOWN],[TEN KEY]で変更
を示す[E]を表示 [ENTRY]は不要

入力アンプ
１．設定チャネルを選択：ＳＥＬＥＣＴ“↑”“↓”スイッチでカ－ソルを移動
２．設定項目を選択 ：ＳＥＬＥＣＴ“→”“←”スイッチでカ－ソルを移動
３．項目内容を設定 ：ＤＡＴＡ“ＵＰ”“ＤＯＷＮ”スイッチで設定

ＴＹＰＥ ：１６ＴＣＶ１の時
電圧（ｍＶ．Ｖ）
温度（熱電対：Ｊ・Ｋ・Ｅ・Ｔ・Ｓ・Ｒ・Ｂ）

１６ＲＴＤ１の時
測温抵抗体（Ｐｔ１００Ω：Ｐｔ）が追加されます。

ＦＩＬＴＥＲ：ＯＮ（１Hz），ＯＦＦ（１０Hz）
ＲＡＮＧＥ ：感度設定方法の選択
／ＳＰＡＮ ＲＡＮＧＥ：感度とゼロ点の設定

例 フルスケ－ル １ｍＶ（ＲＡＮＧＥ）
ゼロ点 ５０％（ＢＩＡＳ）

ＳＰＡＮ ：計測範囲の設定
例 １ｍＶ ～ ２ｍＶ

（SPAN-R） （SPAN-L）
ＲＡＮＧＥ ：前項のＲＡＮＧＥ／ＳＰＡＮの選択で決定されます。
ＢＩＡＳ％ “ＵＰ”“ＤＯＷＮ”スイッチかテンキ－で設定してくだ
ＳＰＡＮ－Ｌ さい。テンキ－で直接入力した場合、必ずセットスイッチ
ＳＰＡＮ－Ｒ を押してください。

１００μＶ～１００Ｖ／ＦＳまで設定可能。但し、微小電
圧を測定する１００μＶ～９００μＶの間は精度が悪くな
ります。ＢＩＡＳは、ゼロ点の位置を表します。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

４．設定のコピ－ ：例えば、１チャネルの設定を２，３チャネルにコピ－した

い場合

①↑，↓スイッチで１チャネルを選択

②←スイッチでカ－ソルを左端へ移動

③ＥＮＴＲＹスイッチを押す。表の左側に“à”を表示

④“↑”スイッチで２チャネルを選択し，ＥＮＴＲＹス

イッチを押す。（２チャネルのコピ－終了）

⑤↑スイッチで３チャネルを選択し，ＥＮＴＲＹスイッ

チを押す。（３チャネルのコピ－終了）

記録紙送り

１．ＣＨＡＲＴ ＳＰＥＥＤ＝ にカ－ソルを移動

“ＵＰ”“ＤＯＷＮ”スイッチか、テンキ－で設定します。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（２） 波形表示・記録紙送り （ＭＯＮＩＴＯＲ）

波形モニタ・記録紙送り設定を行います。

記録波形表示画面

[MONITOR]を押すとWAVE/1→WAVE/2→WAVE/4
→DIGITAL→WAVE/1→・・・と切換わる。 4分割表示
[INPUT],[AUX.]を押すと、他の機能に切換わる

"AUX" "CHART"画面の
CHART LENGTH“ON”で表示

↑,↓で上下
[ENTRY]を押すとカーソルで
指定されたCHがON/OFFを繰返
す。
この例では1,3,6,16CHがON)

時刻表示 ﾁｬﾈﾙ№ このモードでは、[CHART SPEED]を毎時可変可能
数値は[UP],[DOWN],[TEN KEY]で変更
[ENTRY]は不要

ＭＯＮＩＴＯＲスイッチを押します。モニタ画面（波形表示，あるいはディジタル値）

が表示されます。画面上部にモニタ画面のメニュ－が表示されています。

ＭＯＮＩＴＯＲスイッチを再び押すとメニュ－のカ－ソルが移動し、これに応じて画面

が変わります。

波形表示

記録紙送りスピ－ドに同期して波形がスクロ－ルします。

１．ＷＡＶＥ／１：画面の分割を行わず、１画面に設定チャネル全部を表示。

２．ＷＡＶＥ／２：画面を２分割し、表示。

３．ＷＡＶＥ／４：画面を４分割し、表示。

波形表示のオン・オフ

画面右端のＤＩＳＰ．ＣＨで行います。

１．“↑”“↓”スイッチでカ－ソルをオン・オフしたいチャネルに移動。

２．“ＥＮＴＲＹ”スイッチのオンでチャネル表示に 印を付けると、波形表示

がオンになります。オフにする場合は、同じように“ＥＮＴＲＹ”スイッチ

を押し 印を消してください。

記録紙送り

“ＵＰ”“ＤＯＷＮ”スイッチを押すと、ＣＨＡＲＴ ＳＰＥＥＤが変わります。

テンキ－でも設定できます。

記録紙残量

ＡＵＸ．のＣＨＡＲＴ設定部で、ＣＨＡＲＴ ＬＥＮＧＴＨが”ＯＮ”になっている

と現在の記録紙残量が表示されます。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（３） ディジタル値表示・記録紙送り （ＭＯＮＩＴＯＲ）

ディジタル値の表示・記録紙送り設定を行います。

ディジタル値表示画面

[MONITOR]を押すと,WAVE/1→WAVE/2→WAVE/4
→DIGITAL→WAVE/1→・・・と切換え ディジタル表示
[INPUT],[AUX.]を押すと、他の機能に切換え

"AUX""CHART"画面の
WAVE/1 WAVE/2 WAVE/4 CHART LENGTH“ON”で表示

MONITOR DIGITAL chart=50.00m

CH DIGITAL CH DIGITAL

15 *** 16 *** 15,16CH入力ユニット無し

13 13.84 V 14 12.76 mV

11 8.56 V 12 6.32 V
4,8CHは、スケールONのため

9 7.87 V 10 10.56 V スケールで設定したスパンと
単位になっている。

表示のＯＮ／ＯＦＦ 7 230.5 ℃ 8 2560 rpm
カーソルで位置
設定し、[ENTRY]] ➔ 5 6 1.562 V
でＯＮ／ＯＦＦを
繰り返す 3 4.872 mV 4 783 mmHg

1 10.45 V 2 -2.564 mV

15:45:56 CHART SPEED= 10mm/min

時刻表示 このモードでは、[CHART SPEED]を毎時
可変可能[UP],[DOWN],[TEN KEY]で変更
[ENTRY]は不要

ディジタル値表示

ＭＯＮＩＴＯＲスイッチを押します。モニタ画面（波形表示あるいはディジタル値

表示）が表示されます。画面上部に、モニタ画面のメニュ－が表示されています。

ＭＯＮＩＴＯＲスイッチを再び押すとメニュ－のカ－ソルが移動し、これに応じて

画面が変わります。上記の画面が表示するまで押します。

計測の絶対値、あるいはスケ－リング機能で設定された換算値、単位を表示します。

単位の 印は、スケ－リングされていることを示します。

表示のオン・オフ

チャネル表示の左側のカ－ソルを“↑”“↓”スイッチでチャネルを選択し､

“ＥＮＴＲＹ”スイッチを押す毎にオン・オフを繰り返します。

記録紙送り

“ＵＰ”“ＤＯＷＮ”スイッチを押すとＣＨＡＲＴ ＳＰＥＥＤが変わります。

テンキ－でも設定できます。

記録紙残量

ＡＵＸ．のＣＨＡＲＴ設定部で、ＣＨＡＲＴ ＬＥＮＧＴＨが”ＯＮ”になってい

ると現在の記録紙残量が表示されます。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（４） リミッタ （ＡＵＸ．→ＬＩＭ．）

警報出力設定を行います。

リミッタ設定画面

[MONITOR],[INPUT]で他の機能に切換え 数値は[UP],[DOWN]または[TEN KEY]
[AUX.]を押すと、CHART→SCALE→・・ で入力 範囲は0%～100%
と順番にセレクト リミッタ値の設定

↑
LIM. CHART SCALE DATE カーソルは← →で移動

AUX. TAG LOGG. ADJUST COMME. ↓

PRINT ICCARD CFCARD I.F.

CH USE OUT UPPER LOWER BUZZER
入力ユニットなし

16 * * ** ** **
15 * * ** ** **

入力チャネル 14 OFF
13 OFF
12 OFF

出力ON/OFF 11 OFF
10 OFF
9 OFF ブザーON/OFF
8 OFF
7 ON 3 85.0 % 15.5 % ON

現在３出力端子が設 6 ON 2 90.5 % 23.7 % ON
定中、同じ番号の時 5 ON 1 75.0 % 10.5 % ON
はＯＲとなる 4 OFF

Ｅ 3 OFF
2 ON 1 80.0 % 5.5 % OFF
1 ON 1 90.0 % ON

このラインには正しい
設定値でない時[Ｅ]を
表示 出力セル 上限設定(%) 下限設定(%)

(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

“ＡＵＸ．”スイッチを押し、メニュ－内のカ－ソルがＬＩＭ．を表示するまでＡＵＸ

を押します。

１．チャネルを選択 ：カ－ソルを移動。（↑・↓）

２．出力オン・オフ ：“ＵＳＥ”の欄にカ－ソルを移動させ（←・→），

“ＯＮ”“ＯＦＦ”を選択します。（ＵＰ・ＤＯ

ＷＮ）

３．出力セルの選択 ：出力はオプションです。セルは１～８までありま

す。チャネルと出力は無関係に設定できます。同

じセルを複数に設定しても使用できます。（ＵＰ

・ＤＯＷＮ・テンキ－）

４．上限の設定 ：０～１００％内で設定します。信号がこの値を越

えると出力は短絡されます。

５．下限の設定 ：０～１００％内で設定します。信号がこの値以下

になると出力は短絡されます。上限値と下限値は､

逆転しても設定できます。

６．警報ブザ－のオン・オフ：信号が上限値、下限値を越えたとき、ブザ－を鳴

らすか鳴らさないかの選択です。

一瞬だけ鳴ります。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（５） 記録紙送りトリガ （ＡＵＸ．→ＣＨＡＲＴ）

記録紙残量の設定・トレンド機能・外部送りリモ－トの設定を行います。

記録紙送りトリガ設定画面

[MONITOR],[INPUT]で他の機能に切換え

[AUX.]を押すと、SCALE→DATE→・・
と順番にセレクト 記録紙送りトリガ値の設定

LIM. CHART SCALE DATE
AUX. TAG LOGG. ADJUST COMME.

PRINT ICCARD CFCARD I.F.

動作の優先順位
CHART LENGTH ON 50.00m

記録紙の残量設定
(6) INTERNAL C.SPEED 40mm/sec

(1) EXTERNAL1 C.SPEED 10mm/sec 内部の記録紙送りで設定

(2) EXTERNAL2 C.SPEED 20mm/sec
外部送り１

CH USE LEVEL SLOPE C.SPEED
T

(3) R ON 10% OVER 30mm/sec 外部送り２
E ↓

(4) N 5 OFF
D ↑

(5) ON 90% OVER 10mm/sec

チャネル選択 トレンド記録 レベル設定範囲 立上げ/立下がり
ON/OFF 0～100(%) OVER/UNDER

“ＡＵＸ．”スイッチを押し、メニュ－内のカ－ソルがＣＨＡＲＴを表示するまで

ＡＵＸ．を押します。設定は“↑”“↓”“←”“→”スイッチで項目を選択し、

“ＵＰ”“ＤＯＷＮ”スイッチかテンキ－で設定します。

ＣＨＡＲＴ ＬＥＮＧＴＨ ：記録紙の残量を設定します。

ＯＮの時モニタに残量が表示されます。

残量を表示する必要がない時はＯＦＦ

にします。

設定はＵＰ，ＤＯＷＮ，ＴＥＮＫＥＹ，

で行います。５０ｍを設定する場合Ｔ

ＥＮＫＥＹで５，０，０，０，ＳＥＴ

と入力します。

表示は５０．００ｍとなります。

ＩＮＴＥＲＮＡＬ Ｃ．ＳＰＥＥＤ ：ＩＮＰＵＴ．ＭＯＮＩＴＯＲ画面で設

定された値が表示されます。この画面

で設定もできます。この画面で設定し

た場合、ＩＮＰＵＴ．ＭＯＮＩＴＯＲ

画面内の設定値も変わります。外部リ

モ－トのオフで選択されます。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

ＥＸＴＥＲＮＡＬ１ Ｃ．ＳＰＥＥＤ：外部リモ－ト１のオンで選択できます。

（オプション）

ＥＸＴＥＲＮＡＬ２ Ｃ．ＳＰＥＥＤ：外部リモ－ト２のオンで選択できます。

（オプション）

ＴＲＥＮＤ ：信号レベルに応じて，記録紙送りを変更

することができます。

設定条件

ＣＨ ：１～１６ＣＨ

ＵＳＥ ：動作ＯＮ／ＯＦＦ

ＬＥＶＥＬ ：０～１００％

ＳＬＯＰＥ ：ＯＶＥＲ，ＵＮＤＥＲ

Ｃ．ＳＰＥＥＤ：１０ｍｍ／ｈ～４０ｍｍ／ｓｅｃ

記録紙送りの優先順位は、ＥＸＴＥＲＮＡＬ１，ＥＸＴＥＲＮＡＬ２，

ＴＲＥＮＤ（画面の上から順），ＩＮＴＥＲＮＡＬの動作順位になります。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（６） スケ－リング （ＡＵＸ．→ＳＣＡＬＥ）

任意のフルスケ－ル、単位を設定します。

スケーリング設定画面

[MONITOR],[INPUT]で他の機能に切換え
[AUX.]を押すと、DATE→TAG.→・・
と順番にセレクト スケールの設定

LIM. CHART SCALE DATE
AUX. TAG LOGG. ADJUST COMME.

PRINT ICCARD CFCARD I.F.

UNIT
入力ユニットがない CH USE 100% 0% UNIT TABLE

5画面ある
16 * ** ** ** 15 g 79種の単位
15 * ** ** ** 14 mg

OFFで設定値を 14 ON 1000.0 0.0 cm 13 rpm
表示しない 13 ON 6000 600 rpm 12 km/h

12 OFF 11 m/s
11 ON 200 0 km/h 10 kHz

ONでディジタル 10 OFF 9 Hz
表示する 9 OFF 8 °F

8 ON 2000 780 mmHg 7 °C
7 OFF 6 A 現在の単位を示す
6 OFF 5 mA [UP],[DOWN]または[TEN KEY]

現在の設定CH 5 ON 100.00 -20.00 mA 4 µA で入力
COPYモードあり 4 OFF 3 kV mAなら[5]を入力(範囲 0～78)

3 ON 200.0 0.0 µS/c 2 V [USE]がONの場合のみ設定可能
E 2 ON -10.0 400.0 kcal 1 mV

1 ON -10000 10000 kg/c 0

このラインには正しい
設定値でない時[E]を
表示 100%と0%の値は[UP],[DOWN]([FINE])

または[TEN KEY]で入力
設定範囲(-10000～10000)を越えると[E]表示

“ＡＵＸ．”スイッチを押し、メニュ－内のカ－ソルがＳＣＡＬＥを表示するまで

ＡＵＸ．を押します。

設定は、“↑”“↓”“←”“→”スイッチで項目を選択し、“ＵＰ”“ＤＯＷＮ”

スイッチかテンキ－で設定します。

１．チャネルを選択 ：カ－ソルを移動します。（↑・↓）

２．スケ－リング・オンオフ：カ－ソルをＵＳＥの欄に移動（←・→）し、ＯＮ・

ＯＦＦを選択します。（ＵＰ・ＤＯＷＮ）

３．フルスケ－ル設定 ：カ－ソルを１００％の欄に移動（←・→）し、適当

な数値（－１０，０００～１０，０００の範囲）を

設定します。（ＵＰ・ＤＯＷＮ・テンキ－）

４．ゼロ設定 ：カ－ソルを０％の欄に移動（←・→）し、適当な数

値（－１０，０００～１０，０００）を設定します。

５．単位設定 ：カ－ソルをＵＮＩＴの欄に移動（←・→）し、適当

な単位を選択します。(ＵＰ・ＤＯＷＮ・テンキー）

ＵＳＥがオンの場合のみ選択できます。（ＵＰ・Ｄ

ＯＷＮ・テンキ－）

６．コピー ：ＩＮＰＵＴのコピーと同じです。

２.(１),４を参照。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

ＵＮＩＴ ＴＡＢＬＥ ：

０： １： mV ２： V

３： kV ４： uA ５： mA

６： A ７： ﾟC ８： ﾟF

９： Hz １０： kHz １１： m/s

１２：km/h １３： rpm １４： mg

１５： g １６： kg １７： t

１８： mm １９： cm ２０： m

２１： km ２２： ℓ ２３： ℓ/m

２４： ℓ/h ２５：mg/ℓ ２６： g/ℓ

２７：mmHg ２８： mb ２９： bar

３０： mdd ３１： pH ３２： %

３３： %RH ３４： ppm ３５： ppb

３６： W ３７： kW ３８：kg/cm

３９： t/h ４０：kg/h ４１：mmAq

４２：Kc/h ４３：us/cm ４４：ms/cm

４５： G ４６： N ４７：mile

４８：m3 /m ４９：m3 /s ５０：ℓ/min

５１：ℓ/sec ５２：msec ５３：kcm2

５４： MPa ５５： kPa ５６： Pa

５７：g/sec ５８：mg/m3 ５９： deg

６０：kgf･m ６１： N･m ６２：ppmC

６３： ６４： Ω ６５： kΩ

６６： MΩ ６７： gf ６８： kgf

６９：cm/m ７０：Nm3 /h ７１： u.m

７２：%rpm ７３：kg/s ７４：kg/cm

７５：kg/mm ７６：mmH20 ７７： μ

７８： μe
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（７） 時刻 （ＡＵＸ．→ＤＡＴＥ）

時刻を合わせることができます。

時刻設定画面

[MONITOR],[INPUT]で他の機能に切換え
[AUX.]を押すと、TAG→LOGG.→・・
と順番にセレクト 年,月,日,時,分の設定

LIM. CHART SCALE DATE
AUX. TAG LOGG. ADJUST COMME.

PRINT ICCARD CFCARD I.F.
設定の位置

04/07/23 16:53:00
設定終了時は必ず[ENTRY]を
を押す

END : ENTRY

CURSOR : ← →

CHANGE : UP/DOWN [UP/DOWN]スイッチで変更
[TEN KEY]では設定不可

“ＡＵＸ．”スイッチを押し、メニュ－内のカ－ソルがＤＡＴＡを表示するまでＡＵＸ

を押します。

“←”“→”スイッチで設定項目を選択し、“ＵＰ”“ＤＯＷＮ”スイッチで設定値を

変更します。“ＥＮＴＲＹ”を押して終了します。

“ＥＮＴＲＹ”を押したとき、秒は００となります。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（８） タグネ－ム （ＡＵＸ．→ＴＡＧ．）

信号に名称を付けます。

タグ名設定画面

[MONITOR],[INPUT]で他の機能に切換え
[AUX.]を押すと、LOGG.→ADJUST→・・
と順番にセレクト ＴＡＧ名の設定

LIM. CHART SCALE DATE
AUX. TAG LOGG. ADJUST COMME.

PRINT ICCARD CFCARD I.F.
文字選択

[UP] カーソル右に移動
ABCDEF [DOWN] カーソル左に移動

CH TAG NAME CH TAG NAME GHIJKL [ENTRY] 文字を決定

入力ユニットがない MNOPQR
15 ******** 16 ******** STUVWX

YZ1234
13 14 567890

#%()*
11 PANTOS 12 +,-./:

9 10

7 8 ABCDEFGH
(SW)

5 ENGINE 6 SELECT
DATA

3 SPEED 4 ENTRY

8文字入力可能 1 2

↑
文字位置のカーソルは← →で移動

↓

“ＡＵＸ．”スイッチを押し、メニュ－内のカ－ソルがＴＡＧ．を表示するまでＡＵＸ

を押します。

“↑”“↓”“←”“→”スイッチでチャネルと文字位置を設定し、“ＵＰ”“ＤＯＷ

Ｎ”スイッチで文字選択欄から選択し、１文字ずつ“ＥＮＴＲＹ”キ－を押します。

チャネル毎に８文字まで入力できます。

入力したタグ名の印字は、ＡＵＸ．内のＰＲＩＮＴ条件設定でＯＮ／ＯＦＦを設定しま

す。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（９）ペンアジャスト （ＡＵＸ．→ＡＤＪＵＳＴ）

ペン差補正、ペンのゼロ点、記録紙の伸縮を調整します。

アジャスト設定画面

[MONITOR],[INPUT]で他の機能に切換え
[AUX.]を押すと、COMME.→PRINT→・・ アジャストの設定
と順番にセレクト

①ＰＥＮはペン差補正値の設定
カーソルをこの位 LIM. CHART SCALE DATE 範囲は －２０～２０

置にすると全チャ AUX. TAG LOGG. ADJUST COMME.
ネル同時に数値が PRINT ICCARD CFCARD I.F. ②ＲＩＧＨＴは記録紙の右基準

変化する。 点にペンを合わせる

CH PEN LEFT RIGHT 範囲は －４００～４００
PEN

16 0 0 5 ADJUST PEN ③ＬＥＦＴは記録紙の左基準点

15 0 0 0 DIFFERENCE にペンを合わせる

14 1 -10 7 LEFT 範囲は －８００～８００

13 0 20 0 CORRECT PEN
現在9CH設定中 12 2 15 -3 TO CHART LEFT 上記の①，②，③は

11 0 7 0 RIGHT [UP],[DOWN]または[TEN KEY]

10 -1 8 0 CORRECT PEN と[SET]で設定

9 0 -2 0 TO CHART RIGHT
8 -2 0 0 １ポイントは１６μｍ

9CHのLEFTを選択 7 0 0 10 (SW)
6 0 -3 0 SELECT,DATA
5 1 5 0 ENTRY
4 3 2 9 START,STOP

基準ペン 3 -2 1 0
2 0 0 4 C.S.= 10mm/min
1 0 0

チェック機能
ＰＥＮ [ENTRY]で、ペン差補正チェック用の方形波を記録
ＲＩＧＨＴ [ENTRY]で、全ペンとも右基準点に移動 カーソルを[CHART SPEED]の位置にすると
ＬＥＦＴ [ENTRY]で、全ペンとも左基準点に移動 数値は[UP],[DOWN],[TEN KEY]で変更

[ENTRY]は不要

“ＡＵＸ．”スイッチを押し、メニュ－内のカ－ソルがＡＤＪＵＳＴを表示するまで

ＡＵＸを押します。

記録紙送りスピ－ドを５ｍｍ／ｓｅｃに設定します。

“→”スイッチを押し、カ－ソルを右下のチャ－ト・スピ－ド設定欄へ移動し、

“ＵＰ”“ＤＯＷＮ”キ－で５ｍｍ／ｓｅｃに設定します。

ペン差補正

ペン差補正（ＳＹＮＣ．）をオンにして使用する場合、各ペン先の間隔が４mmから

ずれているとき，調整を行います。カ－ソルをＰＥＮ表示まで移動させ、“ＥＮＴ

ＲＹ”キ－を押します。１チャネル（基準チャネル）と補正するチャネルのみＭＥ

ＡＳＵＲＥ ＯＮスイッチをオンにします。例えば９ＣＨとすると、カ－ソルを９

ＣＨに合わせＭＥＡＳＵＲＥ ＯＮスイッチの“９”をオンにします。(↑・↓)

（２．１．４項 メジャ－，オン・オフを参照）

記録紙を送ります．（ＳＴＡＲＴ）

基準チャネルと９ＣＨの記録が重なるようにＵＰかＤＯＷＮスイッチを押して調整

します。他のチャネルも同様に行います。次頁のような波形が記録されます。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

ペン差補正時の記録波形

ペンの右端基準点とペンの左端基準点

ペンと記録紙が若干ずれてる場合があります。

これは記録紙の伸縮やペンのねじれによるものです。

・各ペン単独で設定する場合

カーソルをＲＩＧＨＴ，ＬＥＦＴ表示まで移動（←・→）させ、“ＥＮＴＲＹ”

キーを押します。調整するチャネルにカーソルを移動（↑・↓）し、そのチャネ

ルをメジャーオンにします。

記録紙を送り（ＳＴＡＲＴ）、ペン点が記録紙の基準点に乗るように“ＵＰ”，

“ＤＯＷＮ”あるいは、ＴＥＮＫＥＹとＳＥＴスイッチを押して合わせます。

・全ペン同時に設定する場合

全ペンを同量移動させる場合は、チャネル位置のカーソルをＬＥＦＴかＲＩＧＨ

Ｔの文字まで移動させ“ＵＰ”，“ＤＯＷＮ”あるいは、“ＴＥＮＫＥＹ”と

“ＳＥＴ”スイッチを押すと、全チャネルの数値が同量変化します。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（１０）コメント （ＡＵＸ．→ＣＯＭＭＥ．）

コメントを３種類まで設定できます。

コメント記入画面

[MONITOR],[INPUT]で他の機能に切換え
[AUX.]を押すと、PRINT→ICCARD→・・ コメントの設定
と順番にセレクト

LIM. CHART SCALE DATE
AUX. TAG LOGG. ADJUST COMME.

PRINT ICCARD CFCARD I.F.
文字選択

COMMENT 1 CLR [UP] カーソル右に移動

コメント１～３ ABCDEF [DOWN] カーソル左に移動

各最大６０文字 THIS RECORDER IS 16 GHIJKL [ENTRY] 文字を決定

PEN G MNOPQR
STUVWX
YZ1234

↑ COMMENT 2 CLR 567890
カーソルは← →で移動 #%()*

↓ +,-./:

(SW)
COMMENT 3 CLR SELECT

DATA
ENTRY

カーソルをこの位置にして
[ENTRY]を押すとクリア

“ＡＵＸ．”スイッチを押し、メニュ－内のカ－ソルがＣＯＭＭＥ．を表示するまで

ＡＵＸ．スイッチを押します。

カ－ソルを設定したい位置まで移動（↑・↓・←・→）し、文字を選択します。

（ＵＰ・ＤＯＷＮ）

１文字ずつＥＮＴＲＹを押して設定します。

最大、１コメント当たり６０文字まで設定できます。

・各コメントを全て消去する場合は、カーソルをそのコメントのＣＬＲに移動し

”ＥＮＴＲＹ”を押します。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（１１）ＩＣカ－ド （ＡＵＸ．→ＩＣＣＡＲＤ）

設定条件のセ－ブ・ロ－ドを行います。

ＩＣカード設定画面

[MONITOR],[INPUT]で他の機能に切換え ↑
[AUX.]を押すと、CFCARD→I.F.→・・ ＩＣカード名，ロード カーソルは← →で移動
と順番にセレクト セーブの設定 ↓

LIM. CHART SCALE DATE
AUX. TAG LOGG. ADJUST COMME.

PRINT ICCARD CFCARD I.F. ＭＡＩＮカーソル

①データの入っていない

ファイルはLOAD不可 N DATA F.NAME LOAD SAVE
ABCDEF

②LOAD,SAVEの設定は 8 GHIJKL
カーソルを呼出、読込 MNOPQR 文字選択(SUBカーソル)

みたいファイルに合わ 7 STUVWX [UP] カーソル右に移動

せて[ENTRY]を押し操作 YZ1234 [DOWN] カーソル左に移動

部の[MEMORY CARD]の 6 567890 [ENTRY] 文字を決定

[LOAD]または[SAVE]ス #%()*
イッチを押す 5 +,-./:

③F.NAMEの設定方法は 4
TAG,COMME.と同様 (SW)

3 FILL PANTOS-R SAVE SELECT
DATA

2 ENTRY

1 FILL 04/07/20 LOAD

データが入っている時[FILL] LOAD設定 SAVE設定
データがない時は[ ]

“ＡＵＸ．”スイッチを押し、メニュ－内のカ－ソルがＩＣＣＡＲＤを表示するまで

ＡＵＸ．スイッチを押します。ＩＣカ－ドを挿入します。（３．７項）

・設定条件のセ－ブ

８デ－タまでセ－ブできます。セ－ブ欄にカ－ソルを移動（↑・↓）し、ＩＣ

カ－ドにセ－ブしたいブロック（１～８）を選択（↑・↓）します。

ファイルネ－ムを付ける場合は、カ－ソルをＦ．ＮＡＭＥ欄に移動（←・→）し、

文字を選択（ＵＰ・ＤＯＷＮ）します。“ＥＮＴＲＹ”を押し、確定します。

カ－ソルをＳＡＶＥ欄へ移動させ、“ＥＮＴＲＹ”を押します。これでＳＡＶＥ

するファイル番号が決定します。次に“ＳＡＶＥ”スイッチを押します。

ＳＡＶＥが正しく行われると、ＡＵＸ部の IC CARDがフラッシングします。

・設定条件のロ－ド

カ－ソルをＬＯＡＤ欄に移動（←・→）し、本体にロ－ドするファイル（ブロッ

ク）を選択します。”ＥＮＴＲＹ”を押すとＬＯＡＤするファイル番号が決定しま

す。ＤＡＴＡがＦＩＬＬになっていないブロックはＬＯＡＤできません。

次に“ＬＯＡＤ”スイッチを押します。

ＬＯＡＤが正しく行われると、ＡＵＸ部の IC CARDがフラッシングします。

ＩＣカ－ドを差し替えると、直ちにＩＣカ－ドのデ－タを読み込み画面に表示します。

ＩＣカ－ドの確認が容易に行えます。本体の使用が終わりましたら、ＩＣカ－ドはでき

るだけ抜いてください。ＩＣカ－ド内の電池の消耗を防ぎます。

電源をオフにしたとき、ＩＣカ－ドがなくても現在の設定条件は消えません。



- 25 -

２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（１２）ＣＦカード （ＡＵＸ．→ＣＦＣＡＲＤ）

（１２．１）ＣＦカードのディレクトリを表示します。

ＣＦカードの設定画面 ＤＩＲ

【ＤＩＲ】を選択
[ENTRY]を押すと、CFカードのファイル名を読み、内容を
表示

[MONITOR],[INPUT]で他の機能に切換え
[AUX.]を押すと、I.F.→LIM.→・・・ CF-CARDの設定
と順番にセレクト

LIM. CHART SCALE DATE
AUX. TAG LOGG. ADJUST COMME.

PRINT ICCARD CFCARD I.F.
現在ＤＩＲを選択 ＤＩＲ，ＤＥＬ，ＳＡＶＥ，

(PUSH ENTRY AFTER SELECT) ＬＯＡＤの選択は←，→で

移動

DIR DEL SAVE LOAD

ファイル名 記録長

(最大８文字)

N F.NAME LENGTH DATE
セーブした日付

4
ファイル№

3

2 ABCDEFGH 401KB 04/07/23 2004年7月20日

1 TEST-1 101KB 04/07/20

１．ファイルは最初の４ファイルまで表示できます。４ファイル以降は表示しません。

２．記録長はデータ以外にステータスの１ＫＢが加算されます。

３．［ENTRY］を押すと、再度ディレクトリを読み、内容を表示します。

４．ファイルタイプはＤＡＴですが、表示されません。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（１２）ＣＦカード （ＡＵＸ．→ＣＦＣＡＲＤ）

（１２．２）ＣＦカードのファイルを削除します。

ＣＦカードの設定画面 ＤＥＬ

【ＤＥＬを選択】

[ENTRY]を押すとＤＩＲで表示している４ファイルを消去します。削除

中はＤＥＬのカーソルが点滅、なおＤＥＬ中に他のＭＯＤＥに切り換

え可能です。

[MONITOR],[INPUT]で他の機能に切換え

[AUX.]を押すと、I.F.→LIM.→・・・ CF-CARDの設定

と順番にセレクト

LIM. CHART SCALE DATE
AUX. TAG LOGG. ADJUST COMME.

PRINT ICCARD CFCARD I.F.
ＤＩＲ，ＤＥＬ，ＳＡＶＥ，

(PUSH ENTRY AFTER SELECT) ＬＯＡＤの選択は←，→で

移動

DIR DEL SAVE LOAD

現在ＤＥＬを選択

ALL FILE DELETE AND INITIALIZE

１．ＤＩＲ画面で表示している４ファイルが削除されます。

※※※※.ＤＡＴ および ※※※※．ＣＳＶ

２．特定のファイルのみ、削除することはできません。

３．フォーマットは、Ｗｉｎｄｏｗｓで行ってください。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（１２）ＣＦカード （ＡＵＸ．→ＣＦＣＡＲＤ）

（１２．３）設定情報と測定データのセーブを行います。

セーブのための条件を設定します。

ＣＦカードの設定画面 ＳＡＶＥ

【ＳＡＶＥを選択】

[MONITOR],[INPUT]で他の機能に切換え [ENTRY]を押すと、設定された条件でＳＡＶＥ

[AUX.]を押すと、I.F.→LIM.→・・・ CF-CARDの設定 を開始。ＳＡＶＥ中に[ENTRY]を押すと、ＳＡ

と順番にセレクト ＶＥを中断。しかし、現時点までのファイル

は作成される。

なおＳＡＶＥ中に他のＭＯＤＥに切替可能

現在ＳＡＶＥを選択 LIM. CHART SCALE DATE
AUX. TAG LOGG. ADJUST COMME.

PRINT ICCARD CFCARD I.F.
最大記録容量 ＤＩＲ，ＤＥＬ，ＳＡＶＥ，

４０００ｋB (PUSH ENTRY AFTER SELECT) ＬＯＡＤの選択は ←，→で

残量は表示しません 移動

DIR DEL SAVE LOAD

MODEの表示 CF-CARD 4000 KB MAX. LENGTH
ABCDEF ファイル名のキャラクタ

MODE CF-CARD GHIJKL [UP],[DOWN]で選択し、

ファイル名のセット MNOPQR [ENTRY]でセット

(最大８文字) F.NAME TEST-1 STUVWX
カーソルを右の空白欄 YZ1234
にもっていき、ファイ 1 2 3 4 5 6 567890
ル名のキャラクタを使 SAVE CH 7 8 #%()*
ってファイル名を設定 +,-./:

LENGTH ALL = 100KBYTE
セーブ・チャネルのセット S.TIME 20 msec サンプリング時間

[ENTRY]でON/OFF R.TIME ( 3m24s ) 4msec～9996msec

CHART SPEED= 40mm/min
記録長のセット 記録時間

１ＫＢ～４０００ＫＢ サンプリング時間、記録長

の範囲で設定 セーブ・チャネルを変更す

チャート・スピード ると可変。設定は不可

１．セ－ブの開始はカ－ソルを"ＳＡＶＥ"の位置にして"ＥＮＴＲＹ"を押します。

セーブ中にもう一度”ＥＮＴＲＹ”を押すと途中終了になります。

２．測定データのセーブが終了しますと、ＣＳＶ変換のメッセージが出ます。

ＣＳＶ ＣＯＮＶＥＲＴＩＮＧ ！

ＰＵＳＨ ＤＯＷＮ ＯＲ ＵＰ ＯＲ ＥＮＴＲＹ ＳＷ

この画面で記録紙送りを停止します。その後に”ＤＯＷＮ”，”ＵＰ”，”ＥＮＴ

ＲＹ”のいずれかを押してください。後で”ＳＴＯＰ”，”ＳＴＡＲＴ”を押され

てもＣＳＶ変換が終了するまで記録紙送りは止まりません。

３．サンプリング時間（Ｓ.ＴＩＭＥ）は、チャートスピードと関係なく設定出来ます。

範囲は、４ｍｓｅｃ ～ ９９９６ｍｓｅｃ。

４．記録時間（Ｒ．ＴＩＭＥ）は、ＳＡＶＥ ＣＨ，ＬＥＮＧＴＨ，Ｓ．ＴＩＭＥより

自動的に決定されますので、設定はできません。



- 28 -

２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

５．ファイル名には使用できない文字があります。

スペース(空白)、カンマ(，)、円記号(￥)、アスタリスク(＊)、スラッシュ(／)、

疑問符(？)。ファイル名と拡張子を分離するピリオド(.)は除く。

６．ファイルは２種類できます。

※※※※．ＤＡＴ

※※※※．ＣＳＶ（ＤＡＴファイルの約３．５倍の容量になります）

７．最大記録長は４，０００ＫＢです。

ＣＦカードの残量を表示しませんので、パソコンで確認してください。

（１２．４）設定情報と測定データのロード（記録）を行います。

サンプリング時間を変更することができます。

ＣＦカードの設定画面 ＬＯＡＤ
【ＬＯＡＤを選択】
[ENTRY]を押すと、ＳＡＶＥ時に設定された条

[MONITOR],[INPUT]で他の機能に切換え 件でＬＯＡＤを開始。ＬＯＡＤ中に[ENTRY]を
[AUX.]を押すと、I.F.→LIM.→・・・ CF-CARDの設定 押すと、ＬＯＡＤを中断。
と順番にセレクト ＬＯＡＤ ＣＨの中で必要なＣＨのみ[MEASURE

ON]で記録可能。
なお、ＬＯＡＤ中に他のＭＯＤＥに切替可能

現在ＬＯＡＤを選択 LIM. CHART SCALE DATE
AUX. TAG LOGG. ADJUST COMME.

PRINT ICCARD CFCARD I.F.
ＬＯＡＤが選択されると ＤＩＲ，ＤＥＬ，ＳＡＶＥ，
最初に、指定ファイルの (PUSH ENTRY AFTER SELECT) ＬＯＡＤの選択は←，→で
ステータスを読み込み、 移動
ＳＡＶＥ時の条件を表示 DIR DEL SAVE LOAD

ＳＡＶＥ時の日付
DATE = 04/07/20

ＬＯＡＤファイル名セット F.NAME
ｶｰｿﾙ ↑,↓でファイル名を LOAD CH=1,2,3,5,8, ＬＯＡＤ ＣＨ
選択し[ENTRY]でセット

LENGTH = 20KBYTE
記録長

R.TIME = 3m24s
ABCDEFGH

ＬＯＡＤファイル名として S.TIME = 20msec 記録時間
ＴＥＳＴ－１が選択されて TEST-1 サンプリング時間を
いる。 変更すると、可変

CHART SPEED= 40mm/min

サンプリング時間
チャート・スピードはTEST-1のファイルの カーソルをこの位置にして
値を示しているが、カーソルをこの位置にし サンプルリング時間の変更

て 値の変更することができる が可能。
4msec～9996msec

１．ロード可能なファイルは表示されている４ファイルのみです。

他のファイルをロードされる場合はパソコンでＣＦカードに必要な４ファイルのみ

入れてください。

２．表示しているファイルのみ可。

後のファイルは、ＰＣで４ファイルをセーブし、ＣＦカードにロードしてください。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（１３）インタフェース （ＡＵＸ．→Ｉ．Ｆ．）

（１３．１）ＲＳ－２３２ＣかＧＰ－ＩＢの、どちらか１つが表示されます。

インタフェース設定画面

[MONITOR],[INPUT]で他の機能に切換え
[AUX.]を押すと、LIM.→CHART→・・・
と順番にセレクト

インタフェースの設定

LIM. CHART SCALE DATE
AUX. TAG LOGG. ADJUST COMME.

PRINT ICCARD CFCARD I.F. ＲＳ－２３２Ｃが表示

PUSH ENTRY AFTER ALL SET!
ＸＯＮ－ＸＯＦＦハンドシェイク
ＯＮとＯＦＦ

RS-232C

ボーレート
XON -XOFF OFF １２００～３８４００ BPS

BAUD RATE 9600 BPS
１語のデータ長

DATA LENGTH 8 BIT ７ＢＩＴと８ＢＩＴ

PARITY OFF
パリティ

STOP BIT 2 BIT ＯＦＦ，偶数，奇数

ストップビット
１ＢＩＴと２ＢＩＴ

カーソルは↓↑で移動します。

設定は全て［UP］［DOWN］で行います。

設定が終われば［ENTRY］を押して下さい。

ＸＯＮ－ＸＯＦＦがＯＮの場合、下記の条件でコードを送ります。

電源ＯＮの時------------------------------------ ＸＯＮ

未処理の入力データ語が１０２４語を越えた時 ----- ＸＯＦＦ

未処理の入力データ語が５１２語以内になった時 --- ＸＯＮ

但し、ＸＯＮ は ＤＣ１（１１Ｈ）

ＸＯＦＦは ＤＣ３（１３Ｈ）



- 30 -

２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．２ 設定部

（１３）インタフェース （ＡＵＸ．→Ｉ．Ｆ．）

（１３．２）ＲＳ－２３２ＣかＧＰ－ＩＢのどちらか１つが表示されます。

インタフェース設定画面

[MONITOR],[INPUT]で他の機能に切換え
[AUX.]を押すと、LIM.→CHART→・・・
と順番にセレクト

インタフェースの設定

LIM. CHART SCALE DATE
AUX. TAG LOGG. ADJUST COMME.

PRINT ICCARD CFCARD I.F. ＧＰ－ＩＢが表示

PUSH ENTRY AFTER SET!

GP-IB

アドレス設定
範囲は０１～３１

ADDRESS 03

ＧＰ－ＩＢのアドレス設定は、［UP］か［DOWN］で変更します。

範囲は、０１～３１です。

設定が終われば、［ENTRY］を押して下さい。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．３ オペレ－ト部

マーカ
記録波形に重畳して全ペン同時にマーカを記録し
ます。
シンクロ（ペン差補正）ＯＮ時にもリアルタイム

で動作します。

ペンチェンジ
ペン台車がペン交換の容易な位置に移動します。

メモリカ－ド
ロ－ド

表示画面（ＡＵＸ→ＩＣＣＡＲＤ）内のＬＯＡ
Ｄオンファイルのみロ－ドします。

セ－ブ
表示画面（ＡＵＸ→ＩＣＣＡＲＤ）内のＳＡＶ
Ｅオンファイルのみセ－ブします。

但し、ＡＵＸのＩＣ ＣＡＲＤ以外の画面の時に
このＳＷが押されると、ＡＵＸのＩＣ ＣＡＲＤ
画面になります。
再度押されると、上記のロードもしくはセーブを
行い、前の画面に戻ります。

フィ－ド
最初の約０．４秒間はゆっくり、その後最高速で
記録紙を送ります。

シンクロナイザ
記録ペンの機構上の間隔を電気的に補正します。

スタ－ト
記録紙が駆動します。
駆動中にもう一度押すと、ストップします。
ＳＹＮＣ．ＯＮで記録中にこのスイッチを押すと
残デ－タを出力して停止し、ＳＹＮＣ．ＯＦＦで
記録中にこのスイッチを押すと、ただちに停止し
ます。

ストップ
記録紙がストップします。
シンクロナイザがオンの場合でも、ただちに
ストップします。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．４ メジャ－オンオフ部

ＡＬＬスイッチがＯＮ状態で１～１６のスイッチを

押し、ランプが点灯すると記録を開始します。

もう一度押し、ランプが消灯すると、記録ペンは

ペンキャップホルダへ収納されます。

ＡＬＬスイッチをＯＦＦにすると、１～１６のスイ

ッチがＯＮになっているチャネル（ＬＥＤランプが

点灯）も同時にメジャ－ＯＦＦになり、ペンキャッ

プホルダへ記録ペンを収納します。
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２．各部の名称と機能

２．１ 操作部

２．１．５ エラー表示

"CHART EMPTY!"

記録紙が無くなった時に表示します。

"IC CARD LOAD ERROR!"

ＩＣメモリカードのＬＯＡＤが正しく行われなかった時に表示します。

"IC CARD SAVE ERROR!"

ＩＣメモリカードのＳＡＶＥが正しく行われなかった時に表示します。

"IC CARD NO BATTERY!"

ＩＣメモリカードの電池がなくなった時に表示します。

"R/W ERROR!"

ＣＦカードが装着されていない場合、ＷＲＩＴＥプロテクトがかかっている場合、

ＣＦカードの不良などが原因になります。

"SAME FILE NAME!"

ＳＡＶＥ時に，同じＦＩＬＥ ＮＡＭＥを指定した時に表示されます。

"FILE NAME ERROR!"

使用できない文字が含まれている場合に表示されます。
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２．各部の名称と機能

２．２ 背面部
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２．各部の名称と機能

２．２ 背面部

２．２．１ 電源スイッチ

電源スイッチをオンにすると、初期セットするために、ペンはオ－トペンキャップから

数秒かけてゆっくり右へ移動します。右端に当たると、これを原点として動作を開始し

ます。この後、ペンは１００％側へ移動し、色見本を記録します。記録線の色とチャネ

ルの関係を記録結果から判別するときに使います。

〇 奥のペン（１ペン） 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 ←１００％ライン 〇

〇 ０％ライン→ 〇 ↓

〇 〇 記録紙

〇 手前のペン（１６ペン） 〇 送り方向
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２．各部の名称と機能

２．２ 背面部

２．２．２ ＤＣ電源 （オプション）

ＤＣ電源コネクタ “ＤＣ ＳＯＵＲＣＥ” ＤＣ１２Ｖ

ＤＣ電源供給用の入力コネクタで、付属のＤＣ電源コ－ドをこのコネクタに接続

します。

なお、ＤＣ電源コ－ドをバッテリに接続する場合は、白色の線を＋１２Ｖ側に接

続します。

ヒュ－ズ “ＦＵＳＥ”

過電流事故等を防止するヒュ－ズが入っています。（３０Ａ）

使用方法

（１）記録計の電源スイッチをオフにして、付属の電源コ－ドをＤＣ－ＤＣコンバ－タ

およびバッテリに接続します。バッテリ側は、白色の線が＋１２Ｖ側です。

（２）記録計の電源スイッチをオンにしますと記録計は動作を始めます。なお、動作を

開始しない場合は、バッテリの電圧が正常範囲（ＤＣ９Ｖ～ＤＣ１６Ｖ）である

か確認をしてください。
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２．各部の名称と機能

２．２ 背面部

２．２．３ 入力ユニット

入力ユニットは、１スロットル２チャネルになっています。チャネル番号は図のように

なっています。

15 13 11 9 7 5 3 1 チャネル番号

⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① スロットル番号

16 14 12 10 8 6 4 2 チャネル番号

各チャネル間は電気的に絶縁されています。（ＡＣ５００Ｖ）

温度計測および高感度計測の場合、必ず入力カバ－を装着してください。

（３．８．１項）
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２．各部の名称と機能

２．２ 背面部

２．２．４ 外部リモ－ト

次の項目が外部から操作できます。パネル面の操作と、ＯＲで動作します。

記録紙送り ：起動・停止

立ち下げ ↓ → 起動

立ち上げ ↑ → 停止（３ｍｓ以下の信号には

応答しません）

記録紙早送り ：起動・停止（フィ－ド）

Ｌ → 起動

Ｈ → 停止

記録紙送り

クロックの選択 ：外部クロック・内部クロックの選択

外部クロックに同期して、記録紙を送ることができます。

Ｌ → 外部

Ｈ → 内部

外部クロック入力 ：５０μｍ／１クロック ＴＴＬ

最大周波数 ８００Hz

最小パルス幅 １０μｓ

重畳マ－カ ：全チャネル同時

立ち下げ ↓ → オン

記録紙送り ：本体を並列運転するとき使用します。

同期出力 ：１クロック／５０μｍ ＴＴＬ

Ｕ－１６４１ Ｕ－１６４１

同期出力 外部クロック入力

（クロックの選択：Ｌ）

メジャ－，オン・オフ：全チャネル同時

立ち下げ ↓ → オン

立ち上げ ↑ → オフ（５ｍｓ以下の信号には

応答しません）
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２．各部の名称と機能

２．２ 背面部

２．２．４ 外部リモ－ト

コネクタ・ピン番号と操作内容は次の通りです。

ピン番号 信 号 名 入出力 ピン番号 信号名

１ 外部クロック入力 入力 １９ ＧＮＤ

２ マニュアルプリント 入力 ２０ 〃

３ 重畳マ－カ 入力 ２１ 〃

４ 記録紙送り 入力 ２２ 〃

５ 記録紙早送り 入力 ２３ 〃

６ メジャ－、オン・オフ 入力 ２４ 〃

７ 記録紙送りクロックの選択 入力 ２５ 〃

８ 記録紙送りの同期 出力 ２６ 〃

９ ５Ｖ 出力 ２７ 〃

１０ ５Ｖ 出力 ２８ 〃

１１ ２９ 〃

１２ ３０ 〃

１３ ３１ 〃

１４ ３２ 〃

１５ ３３ 〃

１６ ３４ 〃

１７ ３５ 〃

１８ ３６ 〃

１ １９

２ ２０

３ ２１

４ ２２

５ ２３ １９番ピン～３６番ピンがディジタル・グランドになっています。

６ ２４ これらのピンと各操作に対応しているピンの間に信号を加えます。

７ ２５ 信号の種類：ＴＴＬレベルの電圧信号

８ ２６ ：トランジスタ・スイッチ

９ ２７ ：接点信号

１０ ２８ 以上いずれでも動作します

１１ ２９

１２ ３０

１３ ３１

１４ ３２

１５ ３３

１６ ３４

１７ ３５

１８ ３６
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３．取扱方法

３．１ 記録紙の装着

本記録計はロ－ル記録紙と折りたたみ記録紙（ファクトリオプション）を使用すること

ができます。なお、記録紙送りドラムのスプロケット・ピンには丸ピン仕様のものと角

ピン仕様（オプション）のものがありますので、ご使用の記録計に適合した記録紙をお

使いください。

記録紙の適合表

ドラムピン種類 丸 ピ ン 角 ピ ン

記録紙種類 ロ － ル 折りたたみ ロ－ル 折りたたみ

記録紙型番 2501P50 25020P50 2501Z150 2516P50 2516Z150

（長さ） (20m) (50m) (20m) (20m) (20m)

2501Z60 2516Z60

(20m) (20m)

標 準 オ プ シ ョ ン

折りたたみの場合、専用台車が必要です。

台車がない場合折りたたまない場合があります。

３．１．１ ロ－ル記録紙の入れ方

（１）記録紙台板を図のように上へ開けま

す。（３．１－１図参照）

（２）記録紙パ－フォレ－ションの長穴側

を左にして記録紙先端をガイド板に

そわせてドラムの下側へ通し、フィ

－ド・キ－を押し、ドラムを回転さ

せ、記録紙をドラムの上面まで出し ３．１－１図

ます。 （３．１－２図参照）

（３）ドラムの上まで記録紙が出てきたら

左右のパ－フォレ－ションをドラム

のスプロケットに前後のずれがない

ようにはめ込み、記録紙台板を閉じ

ます。 （３．１－３図参照）

（４）記録紙抑えア－ムを起こして、記録

紙カッタの下側へ記録紙を通し、記
３．１－２図

録紙押さえア－ムを元にもどします。

（５）フィ－ド・キ－を押して記録紙が正

常に送られることを確認してくださ

い。

以上で、ロ－ル記録紙の装てんは完

了します。

３．１－３図
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３．取扱方法

３．１ 記録紙の装着

３．１．２ 折りたたみ記録紙の入れ方

（オプション）

（１）記録紙の折り目が重なって繰り出さ

れるのを防止するため３．１－４図

のように記録紙をさばいておきます。

（２）記録紙台板を開けて、記録紙パ－フ

ォレ－ションの長穴側を左にして、

印刷面が表にくるように記録紙収納

部に置きます。このとき記録紙の台

紙を下に敷いて記録紙を置きます。

３．１－４図

（３）記録紙先端をガイド板にそわせて、

ドラムの下側へ通し、フィ－ド・キ

－を押し、ドラムを回転させ、記録

紙をドラムの上面まで出します。

（３．１－５図参照）

（１５０mm幅記録紙が使用できる様に

改造した本体例です。）

（４）ドラムの上まで記録紙が出てきたら、

左右のパ－フォレ－ションをドラム

のスプロケットに前後のずれがない

ようにはめ込み記録紙台板を閉じま ３．１－５図

す。（３．１－６図参照）

（１５０mm幅記録紙が使用できる様に

改造した本体例です。）

（５）記録紙押さえア－ムを起こして記録

紙カッタの下側へ記録紙を通し、記

録紙押さえア－ムを元にもどします。

（６）フィ－ド・キ－を押して、記録紙が

正常に送られることを確認してくだ

さい。

以上で、折りたたみ記録紙の装てん ３．１－６図

は完了します。
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３．取扱方法

３．２ 記録ペンの装着・交換

記録ペンの装着・交換は電源ＯＮ状態で行います。

（１） 電源スイッチを押して電源をＯＮにします。

（２） ペンチェンジキ－を押します。

本器が１６チャネル仕様の場合は、１回目でチャネル１～４、２回目でチ

ャネル５～８、３回目でチャネル９～１２、４回目でチャネル１３～１６

のペンホルダが装着しやすい状態にセットされます。

（３） 一番奥側のペン台車がチャネル１です。

記録ペンのインキ色を合わせて一番奥側のペン台車から装着します。

（４） ペンキャップを外し、記録ペン本体の両側のギザギザ部分を持って、ペン

先がドラムに当たらないように十分注意しながら、記録ペンのガイドをペ

ン台車の溝に軽いクリックを感じるまで差し込みます。

以上で記録ペンの装着は完了します。

取り外しの際は同様に記録ペン本体を持って引き抜いてください。

ペン台車

記録ペン
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３．取扱方法

３．２ 記録ペンの装着・交換

チャネルと記録ペンの配列

チャネル№ 型 名 色 ホルダー位置

１ ＮＤＬ－０１ ＲＥＤ 赤色 奥

２ ＮＤＬ－０２ ＤＡＲＫ ＧＲＥＥＮ 深緑色

３ ＮＤＬ－０３ ＢＲＯＷＮ 赤茶色

４ ＮＤＬ－０４ ＹＥＬＬＯＷ ＧＲＥＥＮ 黄緑色

５ ＮＤＬ－０５ ＤＡＲＫ ＢＬＵＥ 群青色

６ ＮＤＬ－０６ ＯＲＡＮＧＥ 橙色

７ ＮＤＬ－０７ ＢＬＵＥ 青色

８ ＮＤＬ－０８ ＰＵＲＰＬＥ 赤紫色

９ ＮＤＬ－０９ ＹＥＬＬＯＷ 黄色

１０ ＮＤＬ－１０ ＶＩＯＬＥＴ 青紫色

１１ ＮＤＬ－１１ ＰＩＮＫ 桃色

１２ ＮＤＬ－１２ ＢＬＡＣＫ 黒色

１３ ＮＤＬ－１３ ＧＲＥＥＮ 緑色

１４ ＮＤＬ－１４ ＤＡＲＫ ＢＲＯＷＮ 焦茶色

１５ ＮＤＬ－１５ ＣＯＯＬ ＧＲＡＹ 青灰色

１６ ＮＤＬ－１６ ＯＬＩＶＥ ＢＲＯＷＮ 灰褐色 手前

警告

ペンチェンジキ－を押したとき、ペンは高速で移動します。

手など身体の一部に当たらないように、十分ご注意ください。

ご注意

記録ペン装着時、ペンシャフトを曲げる恐れがありますので、

必要以上に大きな力を加えないようにしてください。
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３．取扱方法

３．３ オ－トペンキャップ

電源オフ時、メジャ－オフ時に自動的にペンにキャップをした状態になり、ペン先の乾

燥を防ぎます。

オ－トペンキャップ機構に水を補給します。

納入時には、オ－トペンキャップ機構に水が補給されておりませんので、水を補給して

ください。

（１） 水の補給は、３．３－１図のように付属のスポイトで約１ccの水をペンキ

ャップの穴より補給してください。１６チャネルの内のどれかの穴より

ゆっくりと補給してください。

（補給は、一ヵ所の穴より１ccのみです。

複数の穴に補給すると、水があふれます。）

（２） １カ月に１回程度補給してください。

以上で、オ－トペンキャップ機構への水の補給は完了です。

オ－トペンキャップ機構

水の補給

（１カ所の穴に補給）

３．３－１図

ご注意

（１）オ－トペンキャップ機構により短期間（１週間程度）使用しない

場合には、ペンキャップをする必要はありません。

（電源をＯＦＦにすれば自動的に全ペン共にペンキャップ機構部

に収納されます。）

（２）長期間使用しない場合や、本装置を運搬する時などは、記録ペン

を取り外し必ずペンキャップをしてください。また、包装袋に入

れ確実にチャックをしますと保管寿命は長くなります。
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３．取扱方法

３．４ 入力ユニットの交換

入力アンプは、ユニット方式になっていますので、測定に応じ適当な入力アンプと交換

してください。その場合、必ず電源スイッチをオフにして行ってください。

取付ビス２点を外し、入力アンプを引き抜きます。簡単に取り外す事ができます。

Ｍ３トラスビス

ご注意

温度計測を行う場合、入力ユニットを交換し元に戻す場合、出荷時の

スロット以外へ挿入すると約±１℃の誤差が発生する場合があります。

電圧計測の場合、誤差は発生しません。

警告

使用しないスロットにブランクパネルを取り付けないで通電すると

手や髪など、身体が内部回路に触れるおそれがあり危険です。

ブランクパネルは必ず取り付けてください。

入力アンプの挿入は、ガイドに添ってゆっくり入れ、奥のコネクタに装着し、

ビスを取り付けます。温度計測の場合、必ず付属品のカバ－を取り付けてください。

使用しないスロットには、安全の為ブランクパネルを必ず取り付けてください。

ご注意

電源スイッチが入り本体が動作している状態で入力ユニットを交換

すると、本体、または入力ユニットが故障する場合があります。
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３．取扱方法

３．５ 記録紙巻き取り（オプション）

記録紙の装てんを次の順序で行います。

（１）前扉を図のように手前へ開けます。（３．５－１図参照）

（２）３．１項のロ－ル記録紙の入れ方を参照して、記録紙を装てんしてください。

（３）付属の巻き取りボビンの両端に記録紙ホルダをそれぞれはめ込みます。

（４）可動軸記録紙ホルダを左側にして、記録紙送りドラムより送り出されてきた

記録紙の先端を、印刷面が表になるようにして巻き取りボビンに２回程度巻き

つけます。

（５）可動軸記録紙ホルダを左軸受けにはめ込み、巻き取りボビンを左に押しながら､

固定軸記録紙ホルダを右軸受けにはめ込みます。

（６）記録紙巻き取りボビンを回転させて、固定軸記録紙ホルダの軸先端の凹部が軸

受けの凸部に確実にはめ込んでいることを確認し、巻き取りスイッチをＯＮに

します。

（７）フィ－ド・キ－を押して、記録紙が正しく巻き取られることを確認してくださ

い。

３．５－１図
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３．取扱方法

３．６ 入力ケ－ブルの接続

ＤＣ電圧の測定のためにオプションで専用入力コ－ド（９３８ＣＡＢ－ＸＸ）がありま

す。一般の線材をご使用の場合は、ノイズの問題を避けるためにも良品のシ－ルド線を

ご利用ください。また、１ｍＶＦ．Ｓなどの高感度で使用される場合は、熱起電力の影

響がないように特にご注意ください。

３．６．１ 直流電圧および熱電対入力の場合

入力端子は，プラス（＋），マイナス（－），ＲＴＤ用（ｂ）の３端子です。

（ＲＴＤはオプション）

（１） 通常環境での使用、あるいは高い電圧レンジで使用する場合は、下記の接続

をします。

① （＋）端子と（－）端子間に入力を接続します。

ご注意
温度測定および高感度測定の注意事項
（１）記録計内部と外部との温度差に変化があると、ゼロドリフト

の原因となりますので記録計を設置する場合、次の点に注意
してください。

①空調（エアコンディショナ）の使用を停止するか、急激な温
度変化の無いところで使用してください。（空調の起動時ま
たは停止時には環境温度が相当変化し、熱起電力の影響を受
けます。）

②風の当たる場所、直射日光など温度の急変する場所を避ける
など、昼夜の温度変化の少ない場所で使用してください｡

③端子部の温度を安定に保つため、付属の端子カバ－を必ずご
使用ください。またケ－スの通気穴をふさぐような使い方は
避けてください。

（２）入力ケ－ブル配線の際、銅以外の金属チップや線材を使用し
ますと、数μＶの熱起電力が発生する場合がありますので高
感度測定時には必ず銅線をご使用ください。入力ケ－ブルは
できるだけ短くしてください。

（３）熱電対測定時、熱容量の大きな圧着端子を使用した場合、端
子部の温度変化が起こり、基準接点補償誤差が発生する可能
性があります。接続時は熱電対素線を直接接続するようにし
てください。
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３．取扱方法

３．６ 入力ケ－ブルの接続

３．６．１ 直流電圧および熱電対入力の場合

（２）高感度測定や入力信号線が長くてノイズが問題となるような使用状態の場合は､

下記の接続をします。

ご注意

（１）最大許容入力電圧は、下表の通りです。許容入力電圧範囲を越

える入力電圧が印加されますと入力回路を破損する恐れがあり

ますので、過大入力が加わらないようにご注意ください。

測定範囲 許容入力電圧範囲

０～５００ｍＶ ３０Ｖ以内

１Ｖ～１００Ｖ ２００Ｖ以内

（２）許容信号源抵抗は、直流電圧、熱電対の時は１ＫΩ以下です。

測定すべき信号源の内部抵抗が大きすぎると、記録された値に

誤差を生じますのでご注意ください。

（３）最大コモンモ－ド電圧は２５０Ｖrmsです。２５０Ｖrmsを越え

ると誤差の発生および入力回路を破損する恐れがありますので

ご注意ください。
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３．取扱方法

３．６ 入力ケ－ブルの接続

３．６．２ 測温抵抗体入力の場合（オプション）

使用する測温抵抗体は３線式です。

ご注意

（１）測温抵抗体入力の場合、３本のリ－ド線抵抗をバランスさせてく

ださい。

リ－ド線抵抗により次の誤差が発生します。

Ｐt１００Ω：１０Ωにて ０．１℃

（２）最大コモンモ－ド電圧は、２５０Ｖrmsです。

２５０Ｖrmsを越えると誤差の発生および入力回路を破損する恐

れがありますのでご注意ください。
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３．取扱方法

３．７ ＩＣメモリカ－ド

３．７．１ 挿入方法

ＩＣメモリカ－ドの△マ－クが印刷してある面を上にして、３．７－１図のように本体

操作部右側のカ－ド挿入口より挿入します。

３．７－１図

ご注意

ＩＣメモリカ－ドの方向が表裏逆になるとスロットに完全に挿入できま

せん。無理に押し込むと、ＩＣメモリカ－ドおよび本体コネクタ部を破

損する場合があります。
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３．取扱方法

３．７ ＩＣメモリカ－ド

３．７．２ 電池の装着・交換

はじめて使用する時には、電池は装着されていませんので電池を装着してください。

（１） 装着

① ＩＣメモリカ－ドの△マ－クが印刷してある面を下にします。

② 電池ホルダ部のロックを解除し電池ホルダの溝に爪を引っ掛けて

引っ張ると電池ホルダが取り外せます。

③ 新しい電池を電池ホルダに入れます。

④ 電池ホルダをＩＣメモリカ－ドに挿入します。

以上ではじめて使用する時の装着は完了です。

（２） 交換
① “ＡＵＸ”のＩＣ ＣＡＲＤを選択し、ＩＣ メモリカードを挿入

した時、操作パネルのメインディスプレイに”ＩＣ ＣＡＲＤ ＮＯ
ＢＡＴＴＥＲＹ”の表示がでます。
表示が点灯すれば電池の交換をします。

② 電源はＯＮ、ＩＣメモリカ－ドは本体に装着した状態で電池を交換
してください。電源をＯＦＦ、またはＩＣメモリカ－ドを本体より
外して電池交換を行った場合、設定情報が消去されますのでご注意
ください。

③ 電池ホルダ部の溝に爪を引っ掛け、電池ホルダを引き出します。
④ 新しい電池と交換し、電池ホルダをＩＣメモリカ－ドに挿入します。

以上で交換完了です。

ご注意
（１）電池の装着時、交換時には、電池の極性を間違えないよう確認し

てください。
（２）電池ホルダをＩＣメモリカ－ドに挿入した後、必ず電池ホルダの

ロックをＬＯＣＫ側に設定してください。
（３）電池：ＢＲ２３２５
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３．取扱方法

３．８ 使用上の注意

３．８．１ 入力カバ－の装着

（１） 温度の測定および、高感度測定を行う場合、付属の入力カバ－を必ず装着して

ください。下記に示す誤差を軽減することができます。

① 直射日光、風の当たる場所での使用は避けてください。

端子と内部の温度差が誤差になります。

② 熱電対を接続する場合、端子板等を使用すると、端子部の温度変化が起こり、

誤差が発生する可能性があります。熱電対の素線を直接端子に接続してくだ

さい。

③ 急激な温度変化があると誤差の原因になります。

（２） 入力ユニット№１，８の取付ビスを外し、入力カバ－ステ－を手で取付けます。

入力端子にケ－ブルあるいは熱電対を接続し、入力カバ－を付けます。

３．８．２ 記録ペン

記録ペンにはファイバ－チップを採用していますので、長期間使用しないでオ－トペ

ンキャップ機構に放置しますと、ペン先でインキが乾燥する場合があります。長期間

使用しない場合は、必ず記録ペンに付属のキャップをかぶせ包装袋に入れ確実にチャ

ックをしてください。

３．８．３ 環境

温度範囲５～４５℃、湿度範囲３５～８０％においてご使用ください。この範囲外で

のご使用は、記録本体に悪影響をおよぼします。また振動や塵埃のできるだけ少ない

環境が望まれます。
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３．取扱方法

３．９ 保守

３．９．１ ヒュ－ズの交換

予防安全のために２年毎のヒュ－ズ交換をお奬めいたします。

（１）ＡＣ電源の場合

① 背面パネルの電源コネクタ下部にヒュ－ズホルダがあります。

② マイナスドライバなどを、ヒュ－ズホルダの溝部に差し込み手前に

引くとヒュ－ズホルダを取り出すことができます。

ヒュ－ズホルダは、使用ヒュ－ズと予備ヒュ－ズの２個を保持でき

る構造になっています。

③ 使用ヒュ－ズを予備ヒュ－ズまたは新しく用意したヒュ－ズと交換

します。

使用ヒュ－ズ：２５０Ｖ ５Ａ タイムラグ形

④ ヒュ－ズホルダを元の位置に戻して交換完了です。

（２）ＤＣ電源の場合（オプション）

① 背面パネルのＤＣ電源コネクタ下側にヒュ－ズホルダがあります。

② ヒュ－ズホルダの頭部を左に回すとホルダが外れます。

③ ヒュ－ズを交換します。

使用ヒュ－ズ：２５０Ｖ ３０Ａ

④ ヒュ－ズホルダを元の位置に戻して交換完了です。
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３．取扱方法

３．９ 保守

３．９．２ 清掃

Ｕ－１６４１の表面を清掃する際は、やわらかい布などで拭いてください。

シンナ－、アルコ－ルなどは使用しないでください。

３．９．３ イニシャライズ

原因不明で動作が異常になった場合、“ＦＥＥＤ”スイッチを押しながら電源スイッ

チをオンにしてください。設定条件等が初期化されます。その後必ず、レンジ設定を

行ってください。さらに異常な場合、お買い上げの代理店か当社へご連絡ください。
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４．操作の説明

４．１ スイッチの説明

キ－ロック キ－ロックスイッチを何度も押すとすぐ上のＬＥＤが点灯したり、

KEY LOCK 消灯したりします。ＬＥＤが点灯中はキ－ロック状態です。

キ－ロック状態ではキ－ロックスイッチとフィ－ド（ＦＥＥＤ）スイ

ッチ以外のスイッチは受け付けられません。キ－ロック状態から抜け

出すためにはもう一度キ－ロックスイッチを押してＬＥＤが消灯

する状態にして下さい。

モニタ MONITOR この３種のスイッチはＥＬ表示器の表示内容の切換に使用します。

インプット INPUT ＥＬ表示器の表示内容によって操作部の機能が変更されますので、

補助 AUX くわしくは「機能の説明」を読んで下さい。

MONITOR モニタスイッチは、ＥＬ表示器を波形表示または数値表示にします。

何度も続けてこのスイッチを押すと、表示形式が変更されます。

INPUT インプットスイッチはＥＬ表示器を入力アンプの条件設定のモ－ドに

します。入力アンプの状態が表示されます。他のスイッチの操作で入

力アンプのレンジなどが変更できます。

AUX 補助スイッチはＥＬ表示器を本体の動作条件設定のモ－ドにします。

何度も続けてこのスイッチを押すと種々の条件設定画面が表示され条

件の確認および変更が行えるようになります。

セレクト ４個のセレクトスイッチはそれぞれ上下左右にＥＬ表示器のカ－ソル

SELECT を移動させる時に使用します。ＥＬ表示器の画面の違いやカ－ソルの

位置によって、上下のみの移動や左右のみの移動に制約される場合が

あります。いずれにしても、このスイッチは設定項目の変更に使用さ

れます。

デ－タ セレクトスイッチで選択された設定項目の数値やモ－ドの切換に使用

DATA されます。数値やモ－ドは設定項目により自動的に選択されます。

UP アップまたはダウンスイッチは数値やモ－ドの変更に使用します。

DOWN 押し続けると連続的に変更されます。短い時間の場合は１ステップだ

け変更されます。
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４．操作の説明

４．１ スイッチの説明

FINE 何度も押す毎にＬＥＤが点灯と消灯を繰り返します。

ＬＥＤが点灯している状態でアップまたはダウンスイッチを押すと

変更されるステップ量が少なくなります。ステップ量を大きくする

場合はＬＥＤが消灯するようにファインスイッチを押して下さい。

分解能を上げる場合、テンキ－で小数点以下を入力します。

例えば１Ｖレンジの場合

１．０００Ｖと入力すれば、０．００１Ｖ毎に微調整できます。

ENTRY 設定項目によってはエントリ－スイッチを使用する場合があります。

基本的にはＯＮ／ＯＦＦを切換える場合です。

テンキ－スイッチ デ－タの数値や項目の選択で直接数値を入力する時に使用します。

0～9,.,- デ－タスイッチ（ＵＰ・ＤＯＷＮ・ＦＩＮＥ）でも数値設定は行えま

すが、テンキ－を使用しても設定できます。

－（マイナス）記号が先頭に付いていないデ－タは、プラスの数値

として扱います。

SET テンキ－スイッチでデ－タ数値を入力した場合は必ずセットスイッチ

を押して終了します。セットスイッチを押した時に数値は切換えられ

ます。

CLEAR クリアスイッチを押すとその項目の設定スイッチはクリアされます。

テンキ－スイッチで設定を誤って行った時に使用します。

マ－カ マ－カスイッチを押すと記録波形に重畳してマ－カが記録されます。

MARKER 向かって左側方向に約４目盛の線を引きます。動作時間は約８０ｍｓ

です。したがって４０ｍｍ／ｓで記録紙を送っている場合には大体２

目盛位の台形信号として記録されます。マ－カは入力値に全チャネル

同時に重畳されます。そこで、記録の同時性の確認や現象に対する印

付けなどの使い方があります。

sync on時 ＳＹＮＣ（シンクロナイザ）がＯＮの時、記録は時間軸に対して同時

性を保つように記録されます。したがってマ－カも時間軸に対して同

時に記録されます。もし、マ－カが時間軸に対してずれている場合に

は微調（操作方法：機能の説明：シンクロナイザの微調）で修正でき

ます。第１ペンはマ－カスイッチを押すと同時に記録します。
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４．操作の説明

４．１ スイッチの説明

sync off時 リアルタイム記録を行っている場合にマ－カスイッチを押すと全ペン

が同時にマ－カを記録します。したがってマ－カのずれが時間軸のず

れになります。

ペンチェンジ ペンチェンジスイッチを押すと、ペン台車がペン交換の容易な位置に

PEN CHANGE 移動します。ペンの交換に便利です。ペンチェンジ状態は２回ありま

すので、順次ペン交換が行えます。ペンチェンジ状態から抜け出すた

めには、何度もペンチェンジスイッチを押して下さい。

メモリ メモリスイッチはＩＣカ－ドに対して設定条件を書き込んだり、読み

MEMORY 出したりする時に使用します。ＩＣカ－ドが正しく挿入されていない

場合には動作しません。

SAVE ＩＣカ－ドに現在設定されている入力アンプの感度などを書き込む時

に押します。書き込みには数秒かかりますので、このスイッチを押し

てからしばらく待って、ＩＣカ－ドの抜き取りや電源ＯＦＦの操作を

行って下さい。

LOAD ＩＣカ－ドに記憶されている設定条件を読み出す時に押します。

ロ－ドによって以前に設定されていた条件は失われます。

そこで以前に設定されていた条件が必要な場合は、予めセ－ブ(SAVE)

しておいて下さい。

シンクロナイザ 記録ペンは互いに約４ｍｍ離れた時間軸上を移動する様になっていま

SYNC す。したがってリアルタイムで記録すると記録上４ｍｍの時間軸のず

れがチャネル間に生じます。この時間軸のずれを内蔵メモリを使用し

て補正し、すべてのチャネルの時間軸を記録上で合わせる機能をシン

クロナイザと呼びます。

シンクロナイザスイッチを押して、すぐ上のＬＥＤが点灯している

時は、シンクロナイザがＯＮになっていて記録上の時間軸のずれを

補正します。

SYNC ON時 記録上の時間軸のずれが補正されます。そのため、ペンの動きは入力

信号より遅れがあります。記録紙の駆動が停止している場合にはペン

の動きも停止します。
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４．操作の説明

４．１ スイッチの説明

SYNC OFF時 記録上の時間軸はずれがあります。そのかわり、ペンは入力信号に応

じてリアルタイムで動作します。記録上のゼロ点などを微調する時な

どに便利です。

フィ－ド フィ－ドスイッチを押している間だけ、記録紙を繰り出します。

FEED 記録紙速度の設定などは無関係に、最初の約０．４秒間はゆっくり送

り、その後は最高速で動作します。

ペンは降りたまま記録紙を送ります。ＳＹＮＣ．ＯＮで記録紙をスト

ップした後、ＦＥＥＤスイッチを押すと残デ－タを出力します。

ストップ ストップスイッチを押すと、記録紙の駆動を中止します。

STOP シンクロナイザがＯＮの場合でも、ただちにストップします。

スタ－ト スタ－トスイッチを押すと、記録紙の駆動を開始します。

START スタート中にスタ－トスイッチをもう一度押すと駆動を中止します。

シンクロナイザがＯＮになっている場合に駆動を中止すると、残デー

タを出力してから記録紙の駆動を中止します。

ＯＦＦになっている場合に駆動を中止すると、ただちに停止します。

メジャ－ ＡＬＬスイッチがＯＮ状態で、１～１６のスイッチを押し、ランプが

ALL 点灯すると記録を開始します。もう一度押し、ランプが消灯すると、

1～16 記録ペンはペンキャップホルダへ収納されます。

ＡＬＬスイッチをＯＦＦにすると、１～１６のスイッチがＯＮになっ

ているチャネル（ＬＥＤランプが点灯）が同時にメジャ－ＯＦＦにな

り、キャップホルダへ記録ペンを収納します。
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４．操作の説明

４．２ 機能の説明

モニタ－ モニタ－（ＭＯＮＩＴＯＲ）スイッチを押すと、波形表示または

数値表示になります。ＷＡＶＥ／１の時は、波形が全部オ－バ－ラ

WAVE/1 ップして表示されます。ちょうどペンでの記録のイメ－ジと同じに

WAVE/2 なります。ＷＡＶＥ／２とＷＡＶＥ／４は２分割または４分割記録

WAVE/4 になります。ペンでの記録とはイメ－ジが異なりますが、特定のチ

DIGITAL ャネルのモニタ－を独立して行う時に便利です。ＤＩＧＩＴＡＬは

数値表示です。スケ－ル変換がＯＮになっているチャネルはスケ－

ル変換した値を表示します。正確な値を読み取ることができます。

セレクト（上，下） セレクトスイッチのうち上下にカ－ソルを移動させるスイッチが

ENTRY 動作します。左右のスイッチは動作しません。

エントリ－スイッチを押すと、チャネル表示が白黒反転を行います。

何度も押すと繰り返します。白黒反転状態のチャネルが波形表示さ

れます。同様のことはＤＩＧＩＴＡＬ数値表示でも行えます。

ＤＩＧＩＴＡＬ数値表示の場合は表示（する）／（しない）の変更

が行えます。波形表示を行わなくてもペンでの記録は可能です。

ＵＰ・ＤＯＷＮ アップ・ダウンスイッチではチャ－ト速度の変更になります。

テンキ－ ファイン（ＦＩＮＥ）スイッチも動作します。

また、テンキ－を使用してもチャ－ト速度の変更が行えます。

インプット インプット（ＩＮＰＵＴ）スイッチを押すと入力ユニットの設定が

行えます。インプットでは直接入力ユニットの設定を行いますので

スケ－ル変換などを行っていない値を設定します。

セレクト セレクトスイッチは上・下・左・右のすべてのスイッチが動作しま

（上下左右） す。白黒反転表示されている項目が選択されています。

スイッチ カ－ソルの移動になります。

ＵＰ ＤＯＷＮ アップ・ダウンスイッチまたはテンキ－で数値設定または項目の

テンキ－ 選択ができます。ファイン（ＦＩＮＥ）スイッチも動作します。

数値で設定できる項目はテンキ－スイッチでも設定できます。

表示 表示のＣＨは選択されているチャネルが白黒反転しています。

CH チャネルの選択は項目の選択を行った時に同時に行われています。
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４．操作の説明

４．２ 機能の説明

表示 選択されている項目がＴＹＰＥ列の場合、入力の種類の選択が行わ

TYPE れます。電圧と熱電対の種類が表示されます。アップ・ダウンスイ

ッチで種類が変更できます。Ｖ←→ｍＶ←→Ｊ←→Ｋ←→

表示 フィルタ－はＯＮ／ＯＦＦがアップ・ダウンスイッチで変更できま

FILTER す。ＯＮの時１Ｈｚのフィルタ－が追加されます。

表示 レンジ・スパンは２種類のレンジの設定を行うための切換え機能で

RAN.SPAN す。アップ・ダウンスイッチで変更できます。

レンジ（ＲＡＮＧＥ）の時、レンジとバイアスで測定範囲が決まり

ます。バイアスは％で表示され、±１００％の範囲で設定できます。

バイアスは入力信号ゼロの時のペン位置を記録紙上で示した値です。

バイアスを５０％にすると記録紙の中央がゼロ点位置になります。

レンジは記録紙幅全体のレベルです。レンジ１Ｖにすると記録は記

録紙の右端と左端のレベル差が１Ｖになっています。

スパン（ＳＰＡＮ）の時は、記録紙の左端の測定値と右端の測定値

をそのまま入力します。例えば、右端－１Ｖ、左端＋１Ｖとすれば

－１Ｖ～＋１Ｖの範囲の入力信号を記録します。

表示 レンジモ－ドの時はレンジ、スパンモ－ドの時は左端位置のレベル

RANGE を設定するために使います。ＲＡＮＧＥ／ＳＰＡＮ－Ｒの表示のう

SPAN-L ち白黒反転されている方が有効です。この表示はＲＡＮ・ＳＰＡＮ

切換にしたがってチャネル別に自動的に切換わります。

表示 レンジモ－ドの時はバイアス、スパンモ－ドの時は右端位置のレベ

BIAS% ルを設定するために使います。

SPAN-R

“Ｅ”表示 ＣＨ表示の枠の外側にＥ表示が行われる場合があります。Ｅ表示は

設定が正しくない場合に表示されます。レンジ・バイアスの値が範

囲外であったりする場合や、スパンで値が設定可能な範囲外になっ

た時、などが原因として考えられます。
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４．操作の説明

４．２ 機能の説明

補助（ＡＵＸ．） 補助機能を設定するために補助（ＡＵＸ）スイッチを押します。

補助スイッチを何度も押すと設定する項目が順次変更されます。

変更しようとする機能を表示する画面が現れるまで何度かスイッチ

を押して下さい。変更しないで確認だけの場合も操作は同じです。

セレクト 補助機能の種類によって項目を選択する必要がある場合はすべて

(上・下・左・右) セレクトスイッチで選択できます。

ＵＰ・ＤＯＷＮ 数値設定または、項目の変更（ＯＮ／ＯＦＦ切換など）で使用しま

ＦＩＮＥ す。文字の選択にも使用します。いずれにしても項目の内容を変更

する目的で使用します。

エントリ－ エントリ－（ＥＮＴＲＹ）はアップ・ダウンスイッチで項目の内容

を変更する場合に補助的に使用されます。文字の選択で最終的に

文字を選択する場合や、時刻合わせで最終的に時計をスタ－トさせ

る場合などに使用します。

補助機能一覧表

名 称 機 能

リミッタ LIM. リミッタ印字及び外部スイッチ（オプション）の動作

を制御します。

記録紙送りトリガ トリガ設定により記録紙送り速さが変わります。

CHART

スケ－ル SCALE スケ－リングを行う際の数値と単位の設定に使います。

日付 DATE 内蔵時計を合わせるときに使用します。ＥＮＴＲＹ

スイッチを押した瞬間に時計がスタ－トします。

名称 TAG. 各チャネルに名称を設定する場合に使用します。

印字に反映されます。

微調 ペンの微調に使います。ＰＥＮはシンクロナイザの

ADJUST ペン間隔、ＲＩＧＨＴは右端基準点、ＬＥＦＴは左端

基準点の微調に使用します。項目をセレクトスイッチ

で選択してからエントリ－（ＥＮＴＲＹ）スイッチを

押すと校正信号を発生します。

ＩＣカ－ド ＩＣカ－ドの制御を行います。

ICCARD ８種類のステ－タスまでメモリできます。

ＣＦカード ＣＦカードの設定、動作を行います。

CFCARD （オプション）

インタフェース インタフェース（ＲＳ－２３２Ｃ，またはＧＰ－ＩＢの

I.F. 設定、動作を行います。（オプション）
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５．動作の説明

５．１ 波形記録

入力信号がペンで記録されるまでの動作について説明します。

入力アンプ

入力部 入力端子に加えられる最大印加電圧は、入力レンジが熱電対、また

は１Ｖスパン未満の高感度時は±３０Ｖです。レンジが１Ｖ以上で

は、±２００Ｖまで加えても故障しません。記録できる電圧幅はレ

ンジで決まりますので、最大電圧以下になります。

レンジ レンジとバイアスで決定される場合は、レンジがそのままレンジに

なります。右端レベルと左端レベルで設定される場合のレンジと

バイアスは間接的に決定されます。この場合、レベルの絶対値の大

きい側のレベルがレンジに変換されます。例えば９Ｖ～１０Ｖのレ

ベルで設定された場合は、レンジは１０Ｖを基準に行われます。

記録は１０Ｖ－９Ｖ＝１Ｖとなり、１Ｖのスパンであるにもかかわ

らず測定のスパンは１０Ｖになります。したがって測定は０～１０

Ｖのスパンで行われ、記録はそのうちの９Ｖ～１０Ｖの部分だけに

なります。この場合、記録の分解能は０Ｖ～１Ｖを記録した場合の

約１０分の１になります。

フィルタ １０Hzのディジタルフィルタが基本的に入っています。

５０／６０Hzでは－５０ｄＢのノイズ除去が行えます。（ノ－マル

モ－ド） また、約１Hz（－３ｄＢ／ｏｃｔ）のフィルタを別に設

定することも可能です。このフィルタは一次フィルタです。

Ａ／Ｄ変換器 入力アンプで増幅された入力信号はＡ／Ｄ変換でデジタル数値に変

換されます。Ａ／Ｄ変換は全チャネルを２ブロックに分けて、ブロ

ックを交互に２ｍｓ間隔でＡ／Ｄ変換します。したがって各チャネ

ル別に見れば４ｍｓ毎にＡ／Ｄ変換されたデ－タが得られます。

デ－タ処理 Ａ／Ｄ変換器からのデ－タは熱電対・電圧の区別なく、各チャネル

４ｍｓ毎にデ－タ処理されます。熱電対の場合は４ｍｓ毎に温度の

補正（リニアライズ）が行われ、冷接点補償も行われます。

冷接点補償 入力端子温度の測定は１ユニットついて１個の温度センサで行われ

CJC ます。熱電対で測定中にはこの入力端子温度で補償処理を行います。

冷接点温度は２５６ｍｓ毎に測定され、更新されます。

温度測定のとき、必ず入力カバ－を付けてください。

ペンの動作 ペンは、デ－タ処理された入力信号に従った位置に駆動されます。

全ペン同時に方形波を入力すると、全ペンのモ－タが最大電圧を消

費します。最大電力消費を制限するために、全ペン同時に方形波を

入力した場合などはペン走行速度を遅くしています。
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５．動作の説明

５．１ 波形記録

シンクロナイザ シンクロナイザは０．０５ｍｍ（１／２０ｍｍ）に相当する時間軸

SYNC の分解能でデ－タを記憶していて、記録紙送りに同期して、適当な

チャネルのデ－タを適当なタイミングで出力することによって記録

上の時間軸を一致させます。

入力値 シンクロナイザのデ－タは、４ｍｓ毎に記憶されているデ－タとの

比較を行い、０．０５ｍｍ送り間にある最大値と最小値およびモー

ドを記憶します。チャ－ト速度によって０．０５ｍｍ送る時間は異

なりますが、比較は４ｍｓ一定のタイミングで行い続けます。した

がってチャ－ト速度に関係なく、短い時間の現象も記憶します。

モ－ド モ－ド値は最大値・最小値の有無と、最大値と最小値のいずれが後

で生じたかを記憶しています。

モ － ド の 表

現 象 最大値 最小値 最終値

一 定 なし なし なし

単調増加 あり なし 最大値

単調減少 なし あり 最小値

複雑（１） あり あり 最大値

複雑（２） あり あり 最小値
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５．動作の説明

５．２ 設定機能

同一レンジ 多数の入力ユニットを同一条件に設定する場合や、一部だけ異なる

条件に設定する場合には、１チャネルだけ設定しておいてコピーす

ることができます。

COPY MODE インプット（ＩＮＰＵＴ）スイッチを押して、入力条件設定用の画

面にします。セレクトスイッチでコピ－元のチャネル表示の所へカ

－ソルを移動させます。コピ－元のチャネル条件がコピ－されます。

カ－ソルをチャネル表示にしてからエントリ－（ＥＮＴＲＹ）スイ

ッチを押すと、コピ－元のチャネルの欄外に←が表示されます。

これでコピ－元が決まりました。コピ－元と同一の条件にしたいチ

ャネル表示へセレクトスイッチでカ－ソルを移動させます。そこで

エントリ－スイッチを押します。コピ－先のチャネルの条件がコピ

ー元と同一表示になればＯＫです。順次コピ－先を変更するといく

らでもコピ－できます。カ－ソルをチャネル表示以外の場所に移動

させると、コピ－モ－ドが終了します。

複数のコピー元がある場合は、一度コピーモードを終了してから、

再度コピーモードにすることによって、コピー元の設定が再度行え

ます。

条件の一部が異なる場合も、コピーしておいてから変更する方法で

容易に設定できる場合があります。

同一 多数の入力ユニットが同一スケーリングの場合は、スケーリング設

スケ－リング 定画面でもコピーモードが使用できます。使用方法は同一レンジの

場合と同じです。

内蔵時計 内蔵時計は設定後エントリー（ＥＮＴＲＹ）スイッチを押した瞬間

を００秒として設定します。この際の誤差は１秒以内です。内蔵時

計は電池でバックアップされていますので通電しない状態でも約１

カ月は動作します。

もし、設定内容に誤りを検出した場合には、検出した数値の場所へ

カ－ソルが移動し、設定は行われません。

設定内容の誤りには、例えば１８月や２月３１日などがあります。

基準接点補償のオフ ＳＥＬＥＣＴスイッチの“→”キーを押しながら電源スイッチをオ

ンにすると、熱電対で温度を計測する場合の基準接点補償がオフに

なります。

この時、入力アンプの設定画面（ＩＮＰＵＴ）のＴＹＰＥに

“・”印が入ります。

例： Ｔの場合

“・Ｔ”と表示します。

解除する場合は、電源を入れ直してください。

基準接点補償がオンになります。
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５．動作の説明

５．３ 表示機能

波形表示の 波形表示は６４ｍｓ毎にサンプリングされたデ－タを使って表示さ

サンプリング れます。１秒間に約１５.６回のサンプリングを行いますので約３

Hzの入力信号に対して－３ｄＢ程度の表示になります。このサンプ

リングはチャ－ト速度に関係ありませんので、いつでも約３Hz程度

の波形まで表示されます。

ただし、 チャ－ト速度が遅い場合に、入力信号の変化が激しいと

塗りつぶされます。

デジタル表示の デジタル表示のサンプリングは不定です。順次現在値を表示してい

サンプリング ます。表示チャネル数が少ないとサンプリング周期が短くなります。

入力信号が１Hzを越えるとサンプリングと同期する場合があります。

同期した場合波形表示・ペン記録が変化しているにもかかわらずデ

ジタル数値が一定になります。同期してしまった時は、表示チャネ

ル数を変更すればデジタル表示は同期しなくなります。いずれにし

ても１Hzを越える入力信号に対してデジタル表示をしても、読み取

り値に大きな意味はなくなります。



- 66 -

６．オプション

６．１ ＣＦカードの設定情報と測定データの解析

Ｗｉｎｄｏｗｓにて処理できます。

６．１．１ ファイル・タイプ

拡張子は、ＤＡＴとＣＳＶになります。

（例）1. ＴＥＳＴ－１．ＤＡＴ（測定データファイル）

2. ＴＥＳＴ－１. ＣＳＶ（測定データのセーブ後、自動的にＣＳＶ変換を行い、

作成されます。ＤＡＴファイルの約３.５倍になります｡)

６．１．２ 設定情報

ファイルの最初の１ＫＢ（１０２４ＢＹＴＥ）に格納されています。

アドレス 項 目 内 容

０ Ｕ－１６４１専用の ＫＥＹ ＣＯＤＥ （０）＝４３Ｈ

１ （１）＝８２Ｈ

２ （２）＝Ｆ６Ｈ

３ （３）＝Ａ５Ｈ

４ ＣＨＡＲＴ ＳＰＥＥＤ ＮＯ． ０ ： ＩＮＴＥＲＮＡＬ

１ ： ＥＸＴＥＲＮＡＬ １

２ ： ＥＸＴＥＲＮＡＬ ２

３～５： ＴＲＥＮＤ

５ ＣＨＡＲＴ ＳＰＥＥＤ １～２４００

６

７ ＣＨＡＲＴ ＳＰＥＥＤ ＵＮＩＴ ０： mm／h

１： mm／min

２： mm／sec
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アドレス 項 目 内 容

８ 装着されたアナログユニットの情報 bit7 bit0

９ ビット対応で‘１’であればＯＮ （ 8）＝○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

‘０’であればＯＦＦ ↓ ↓

8CH 1CH

bit7 bit0

（ 9）＝○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

↓ ↓

16CH 9CH

１０ ＳＡＶＥ時の ＳＡＶＥ ＣＨ bit7 bit0

１１ ビット対応で‘１’であればＯＮ （10）＝○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

‘０’であればＯＦＦ ↓ ↓

8CH 1CH

bit7 bit0

（11）＝○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

↓ ↓

16CH 9CH

１２ ＳＡＶＥ時のサンプリングタイム 範囲は４～９９９６

１３ （ｍＳｅｃ）

１４ 記録長（ＫＢ）

１５

１６ ＤＡＴＡ ＴＹＰＥ ０： ＮＯＲＭＡＬ

１： ＭＡＸ／ＭＩＮ

１７ ＩＮＰＵＴ ＴＹＰＥ １ ＣＨ ０： Ｖ １： mV ２： Ｊ

↓ ↓ ３： Ｋ ４： Ｅ ５： Ｔ

３２ １６ ＣＨ ６： Ｓ ７： Ｒ ８： Ｂ

９： Pt

３３ ＩＮＰＵＴ ＦＩＬＴＥＲ １ ＣＨ ０： ５Ｈｚ(Filter OFF)

↓ ↓ １： １Ｈｚ(Filter ON)

４８ １６ ＣＨ
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アドレス 項 目 内 容

４９ ＳＰＡＮ／ＲＡＮＧＥ １ ＣＨ ０： ＳＰＡＮ （SPAN-L と SPAN-R）

↓ ↓ １： ＲＡＮＧＥ（RANGE と BIAS ）

６４ １６ ＣＨ

６５ ＲＡＮＧＥ １ ＣＨのＬ ＳＰＡＮ／ＲＡＮＧＥが

６６ ／ＳＰＡＮ－Ｌ １ ＣＨのＨ ０の時は，ＳＰＡＮ－Ｌ

↓ ↓ １の時は，ＲＡＮＧＥになります。

９５ １６ＣＨのＬ

９６ １６ＣＨのＨ

９７ ＢＩＡＳ １ ＣＨのＬ ＳＰＡＮ／ＲＡＮＧＥが

９８ ／ＳＰＡＮ－Ｒ １ ＣＨのＨ ０の時は，ＳＰＡＮ－Ｒ

↓ ↓ １の時は，ＢＩＡＳになります。

１２７ １６ＣＨのＬ

１２８ １６ＣＨのＨ

１２９ ＲＡＮＧＥ／ＳＰＡＮ－Ｌ １ ＣＨ ０： ××××

↓ の小数点位置 ↓ １： ×××．×

１４４ １６ ＣＨ ２： ××．××

３： ×．×××

１４５ ＢＩＡＳ／ＳＰＡＮ－Ｒ １ ＣＨ

↓ の小数点位置 ↓

１６０ １６ ＣＨ

１６１ ＳＣＡＬＥのＵＳＥ（ＯＮ／ＯＦＦ） bit7 bit0

１６２ ビット対応で‘１’であればＯＮ (161）＝○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

‘０’であればＯＦＦ ↓ ↓

8CH 1CH

bit7 bit0

(162）＝○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

↓ ↓

16CH 9CH
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アドレス 項 目 内 容

１６３ ０％点のＳＣＡＬＥ １ ＣＨのＬ

１６４ ＤＡＴＡ １ ＣＨのＨ

↓ ↓

１９３ １６ＣＨのＬ

１９４ １６ＣＨのＨ

１９５ ０％点のＳＣＡＬＥ １ ＣＨ ０： ××××

↓ ＤＡＴＡの ↓ １： ×××．×

２１０ 小数点位置 １６ ＣＨ ２： ××．××

３： ×．×××

２１１ １００％点のＳＣＡＬＥ １ ＣＨのＬ

２１２ ＤＡＴＡ １ ＣＨのＨ

↓ ↓

２４１ １６ＣＨのＬ

２４２ １６ＣＨのＨ

２４３ １００％点のＳＣＡＬＥ １ ＣＨ ０： ××××

↓ ＤＡＴＡの小数点位置 ↓ １： ×××．×

２５８ １６ ＣＨ ２： ××．××

３： ×．×××

２５９ ＳＣＡＬＥの １ ＣＨ ０： １： mV ２： Ｖ

↓ ＵＮＩＴ ＮＯ． ↓ ３： kV ４： μA ５： mA

２７４ １６ ＣＨ ６： Ａ ７： ℃ ８： ﾟＦ

９： Hz １０： kHz １１： m/s

１２：km/h １３： rpm １４： mg

１５： ｇ １６： kg １７： ｔ

１８： mm １９： cm ２０： ｍ

２１： km ２２： ℓ ２３： ℓ/m

２４： ℓ/h ２５：mg/ℓ ２６： g/ℓ

２７：mmHg ２８： mb ２９： bar

３０： mdd ３１： pH ３２： ％

３３： %RH ３４： ppm ３５： ppb

３６： Ｗ ３７： kW ３８：kg/cm

３９： t/h ４０：kg/h ４１：mmAq

４２：kc/h ４３：μS/cm ４４：ms/cm

４５： Ｇ ４６： Ｎ ４７：mile

４８：m３/m ４９： m３/s ５０：ℓ/min
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アドレス 項 目 内 容

２５９ ＳＣＡＬＥの １ ＣＨ ５１： kV ５２：msec ５３：kcm２

↓ ＵＮＩＴ ＮＯ． ↓ ５４： MPa ５５： kPa ５６： Pa

２７４ １６ ＣＨ ５７：g/sec ５８：mg/m３ ５９： deg

６０：kgf･m ６１： N･m ６２： ppmC

６３： ６４： Ω ６５： kΩ

６６：MΩ ６７：ｇｆ ６８： kgf

６９：cm/m ７０：Nm３/h ７１： µ.m

７２：%rpm ７３：kg/s ７４：kg/cm

７５：kg/mm ７６：mmH20 ７７： μ

７８： μe

275～282 ＴＡＧ ＮＡＭＥ １ ＣＨ ８ ＢＹＴＥ／ＣＨ

↓ ↓ ＡＳＣＩＩ－ＣＯＤＥ

395～402 １６ ＣＨ

４０３ ＣＯＭＭＥＮＴ １ 各 ６０ ＢＹＴＥ

↓ ＡＳＣＩＩ－ＣＯＤＥ

４６２

４６３ ＣＯＭＭＥＮＴ ２

↓

５２２

５２３ ＣＯＭＭＥＮＴ ３

↓

５８２

５８３ ※１ ０

↓

５８９

５９０ ＹＥＡＲ（年） ＳＡＶＥ時の時刻

５９１ 各 ２ ＢＹＴＥ

ＡＳＣＩＩ－ＣＯＤＥ

５９２ ＭＯＮＴＨ（月）

５９３

５９４ ＤＡＹ（日）

５９５
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アドレス 項 目 内 容

５９６ ＨＯＵＲ（時）

５９７

ＳＡＶＥ時の時刻

５９８ ＭＩＮＵＴＥ（分） 各 ２ ＢＹＴＥ

５９９ ＡＳＣＩＩ－ＣＯＤＥ

６００ ＳＥＣ（秒）

６０１

６０２ ※１ ０

↓

６０９

６１０ 測定データの １ ＣＨ ０： ××××

↓ 小数点位置 ↓ １： ×××．×

６２５ １６ ＣＨ ２： ××．××

３： ×．×××

６２６ 測定データの １ ＣＨ ０： μV １： mV

↓ ＵＮＩＴ ↓ ２： Ｖ ３： ℃

６４１ １６ ＣＨ

６４２ ※１ ０

↓

１０２３

※１ ＮＯ ＤＡＴＡ で ０が書き込まれています。

６．１．３ 測定データ

ファイルの最初の１ＫＢ(１０２４ ＢＹＴＥ)以後のデータは全て測定データになります。

１ＣＨ当たりのデータは２ＢＹＴＥ、ＢＩＮＡＲＹで構成され、１ＢＹＴＥ目は下位、

２ＢＹＴＥ目は上位のデータになります。

D15 ←---------------------------------------------- --- D0

↓

極性 ０：正 １：負
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６．オプション

６．１ ＣＦカードの設定情報と測定データの解析

６．１．４ 測定値の求め方

（１）設定情報のＳＡＶＥ ＣＨ（１０，１１番地）を求めます。

例えば、１０番地が１５Ｈ、１１番地が０であれば、ＳＡＶＥ ＣＨは１ＣＨ、

３ＣＨ、５ＣＨとなるので、測定データは

１，３，５，１，３，５，１，３，５，-----ＣＨの繰り返しで書き込まれている

ことになります。

（２）先に(１)で求めたＳＡＶＥ ＣＨに対応する測定データの小数点位置とＵＮＩＴ

を求めます。

例えば、ＳＡＶＥ ＣＨが１，３，５ＣＨの場合

ＣＨ 小数点位置 ＵＮＩＴ

１ＣＨ ６１０番地→１ ６２６番地→０

３ＣＨ ６１２番地→０ ６２８番地→１

５ＣＨ ６１４番地→２ ６３０番地→２

とすると、各ＣＨの計測データは次のようになります。

１ＣＨ： ×××．× μV

３ＣＨ： ×××× mV

５ＣＨ： ××．×× Ｖ

（３）ＡＳＣＩＩ変換ソフト

上記（１）（２）の手順に従ってＡＳＣＩＩ変換できますが、当社のＡＳＣＩＩ

変換ソフト“ＫＡＭＩＴ”をご利用されますと、簡単に変換できます。

ただし、“ＫＡＭＩＴ”はＭＳ－ＤＯＳ用のソフトです。

６．１．５ エラー情報

エラーが生じると、ＤＩＳＰＬＡＹに表示されます。

（１）Ｒ／Ｗ ＥＲＲＯＲ！

ＣＦカードが装着されていない場合、ＷＲＩＴＥプロテクトがかかっている場合、

ＣＦカードの不良などが原因になります。

（２）ＳＡＭＥ ＦＩＬＥ ＮＡＭＥ！

ＳＡＶＥ時に、同じ ＦＩＬＥ ＮＡＭＥ を指定した時に表示されます。

（３）ＦＩＬＥ ＮＡＭＥ ＥＲＲＯＲ！

使用できない文字が含まれている場合に表示されます。
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６．オプション

６．２ インタフェ－スの接続とコマンド

６．２．１ ＲＳ－２３２Ｃ

（１）接続

使用コネクタは、Ｄ－ｓｕｂコネクタ２５Ｐ

ピン番号 信号記号 信号名称 方向

１ （ＧＮＤ） 保安用接地

２ ＳＤ（ＴＸＤ） 送信データ 入力

３ ＲＤ（ＲＸＤ） 受信データ 出力

４ ＲＳ（ＲＴＳ） 送信要求 入力

５ ＣＳ（ＣＴＳ） 送信可 出力

６ ＤＲ（ＤＳＲ） データセットレディ 出力

７ ＳＧ（ＧＮＤ） 信号用接地

２０ ＥＲ（ＤＴＲ） データ端末レディ 入力

8～19 接地せず

21～25

（注） 本装置のコネクタは、ＤＣＥ接続となっています。

ＤＴＥ接続の機器とは信号の方向が逆になっていますので、接続する

機器の仕様をよく調べた上で使用して下さい。

６．２．２ ＧＰ－ＩＢ

（１）接続

ＧＰ－ＩＢ規格のケーブル（ＩＥＥＥ－Ｓｔｄ，４８８）にて接続します。

ＧＰ－ＩＢ規格のコネクタ信号名称を下図に示します。
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６．オプション

６．２ インタ－フェ－スの接続とコマンド

６．２．３ コマンド表

インタフェース・コマンド表を示します。

ＧＰ－ＩＢ、ＲＳ－２３２Ｃ共通です。

№ ｺﾏﾝﾄ 内 容 例 および 応答例

1 ＩＮ 入力ﾕﾆｯﾄの設定 IN3/1/0/0/200/50 ¿

2 ＬＭ ﾘﾐｯﾀの設定 LM2/1/8/80.0/10.0/1 ¿

3 ＳＣ ｽｹｰﾘﾝｸﾞの設定 SC1/0/10000/-100/15 ¿

4 ＴＧ ﾀｸﾞﾈｰﾑの設定 TG4/ENGINE ¿

5 ＣＭ ｺﾒﾝﾄの設定 CM2/THIS RECORDER IS 16CH ¿

6 ＴＭ 年,月,日,時,分の設定 TM93/09/06/18/32 ¿

7 ＣＳ ﾁｬｰﾄｽﾋﾟｰﾄﾞの設定 CS20/1 ¿

8 ＳＡ ｽﾀｰﾄON/OFFの設定 SA1 ¿

9 ＳＹ ｼﾝｸﾛﾅｲｻﾞON/OFFの設定 SY0 ¿

10 ＭＥ ﾒｼﾞｬｰON/OFFとCHの設定 ME1/1/2/3/5/6 ¿

11 ＦＤ 一定量ﾌｨｰﾄﾞの設定 FD ¿

12 ＭＫ ﾏｰｶの起動の設定 MK ¿

13 ＣＮ 転送ﾁｬﾈﾙNO.の設定 CN1/5/7/10/13 ¿

14 ＡＤ ｱｽｷｰﾃﾞｰﾀの転送要求 AD ¿

15 ＨＤ 16進ﾃﾞｰﾀの転送要求 HD ¿ ※１

16 ＲＩ 入力ﾕﾆｯﾄのｽﾃ-ﾀｽ RI3 ¿ (応答例) 1/0/0/200/50 ¿

17 ＲＬ ﾘﾐｯﾀのｽﾃ-ﾀｽ RL2 ¿ 1/80.0/10.0/1 ¿

18 ＲＳ ｽｹｰﾘﾝｸﾞのｽﾃ-ﾀｽ RS1 ¿ 0/10000/-100/15 ¿

19 ＲＴ ﾀｸﾞﾈｰﾑのｽﾃ-ﾀｽ RT4 ¿ ENGINE ¿

20 ＲＯ ｺﾒﾝﾄのｽﾃ-ﾀｽ RO2 ¿ THIS RECORDER IS 16CH ¿

21 ＲＭ 年,月,日,時,分のｽﾃ-ﾀｽ RM ¿ 93/09/06/18/32 ¿

22 ＲＣ ﾁｬｰﾄｽﾋﾟｰﾄﾞのｽﾃ-ﾀｽ RC ¿ 20/1 ¿

23 ＲＡ ｽﾀｰﾄON/OFFのｽﾃｰﾀｽ RA ¿ 0 ¿

24 ＲＹ ｼﾝｸﾛﾅｲｻﾞのｽﾃ-ﾀｽ RY ¿ 0 ¿

25 ＲＥ ﾒｼﾞｬｰON/OFFのｽﾃ-ﾀｽ RE ¿ 1/2/3/5/6 ¿

※１ ＧＰ－ＩＢのみ有効
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６．オプション

６．２ インタ－フェ－スの接続とコマンド

６．２．４ コマンドの解説

1.ＩＮ（入力ユニットの設定）

フォーマット：

IN(CH)／(TYPE)／(FILTER)／(SPAN)／(SPAN-L)／(SPAN-R)

（ＣＨ） ＝チャネル番号 範囲は１～１６

（ＴＹＰＥ） ＝入力のタイプ 範囲は０～９

それぞれ，０：Ｖ，１：mV，２：Ｊ，３：Ｋ，４：Ｅ，５：Ｔ，

６：Ｓ，７：Ｒ，８：Ｂ，９：Pt を表す。

（ＦＩＬＴＥＲ）＝フィルターＯＮ／ＯＦＦ ０でＯＦＦ、１でＯＮ

（ＳＰＡＮ） ＝ＳＰＡＮかＲＡＮＧＥ ０でＳＰＡＮ、１でＲＡＮＧＥ

（ＳＰＡＮ－Ｌ）＝ＳＰＡＮの時はＳＰＡＮ－Ｌ、ＲＡＮＧＥの時はＲＡＮＧＥ

になる。 ＴＹＰＥによって範囲が決まる。

（ＳＰＡＮ－Ｒ）＝ＳＰＡＮの時はＳＰＡＮ－Ｒ、ＲＡＮＧＥの時はＢＩＡＳに

なる。 ＴＹＰＥによって範囲が決まる。

例： ＩＮ３／１／０／０／２００／５０ ¿

3CH mV SPAN SPAN-Lは200mV

FILTER OFF SPAN-Rは50mV
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2. ＬＭ（リミッタの設定）

フォーマット：

LM(CH)／(USE)／(OUT)／(HIGH)／(LOW)／(BUZZER)

（ＣＨ） ＝チャネル番号 範囲は１～１６

（ＵＳＥ） ＝表示，出力のＯＮ／ＯＦＦ

０でＯＦＦ、１でＯＮ

（ＯＵＴ） ＝出力セルＮＯ． 範囲は１～８

（ＨＩＧＨ） ＝上限設定 範囲は０．０～９９．９

（ＬＯＷ） ＝下限設定 範囲は０．０～９９．９

（ＢＵＺＺＥＲ）＝ブザーＯＮ／ＯＦＦ

０でＯＦＦ、１でＯＮ

例： ＬＭ２／１／８／８０．０／１０．０／１ ¿

出力ｾﾙNO.8 ブザーON

2CH

表示、出力ON 下限値は10.0%

上限値は80.0%

3. ＳＣ（スケーリングの設定）

フォーマット：

SC(CH)／(USE)／(FULL)／(ZERO)／(UNIT)

（ＣＨ） ＝チャネル番号 範囲は１～１６

（ＵＳＥ） ＝スケーリングのＯＮ／ＯＦＦ

０でＯＦＦ、１でＯＮ

（ＦＵＬＬ） ＝左端のスケーリングの値 範囲は－１００００～１００００

（ＺＥＲＯ） ＝右端のスケーリングの値 範囲は－１００００～１００００

（ＵＮＩＴ） ＝単位の番号 範囲は０～７８（次表を参照のこと）

注意： ＦＵＬＬとＺＥＲＯの範囲は４桁ですから、小数点が入った時は注意

してください。

例えば８０．００は範囲内に入っていますが、８０．０００はエラー

になります。
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０： １： mV ２： Ｖ

３： kV ４： μA ５： mA

６： Ａ ７： ℃ ８： ﾟＦ

９： Hz １０： kHz １１： m/s

１２：km/h １３： rpm １４： mg

１５： ｇ １６： kg １７： ｔ

１８： mm １９： cm ２０： ｍ

２１： km ２２： ℓ ２３： ℓ/m

２４： ℓ/h ２５：mg/ℓ ２６： g/ℓ

２７：mmHg ２８： mb ２９： bar

３０： mdd ３１： pH ３２： ％

３３： %RH ３４： ppm ３５： ppb

３６： Ｗ ３７： kW ３８：kg/cm

３９： t/h ４０：kg/h ４１：mmAq

４２：kc/h ４３：μｓ/cm ４４：ms/cm

４５： Ｇ ４６： Ｎ ４７：mile

４８：m３/m ４９： m３/s ５０：ℓ/min

５１：ℓ/sec ５２：msec ５３：kcm２

５４： MPa ５５： kPa ５６： Pa

５７：g/sec ５８：mg/m３ ５９： deg

６０：kgf･m ６１： N･m ６２： ppmC

６３： ６４： Ω ６５： kΩ

６６：MΩ ６７：ｇｆ ６８： kgf

６９：cm/m ７０：Nm３/h ７１： u.m

７２：%rpm ７３：kg/s ７４：kg/cm

７５：kg/mm ７６：mmH20 ７７： u

７８： ue

例： ＳＣ１／０／１００００／－１００／１５ ¿

1CH 左端は10000 単位はｇ

表示OFF 右端は-100

4. ＴＧ（タグネームの設定）

フォーマット： TG(CH)／(TAGNAME)

（ＣＨ） ＝チャネル番号 範囲は１～１６

（ＴＡＧＮＡＭＥ） ＝最大８文字 カタカナ、ひらがなは入力できません。

例： ＴＧ４／ＥＮＧＩＮＥ ¿

4CH ﾀｸﾞﾈｰﾑ
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5. ＣＭ（コメントの設定）

フォーマット： ＣＭ（ＮＯ）／（ＣＯＭＭＥＮＴ）

（ＮＯ） ＝コメントＮＯ．範囲は１～３

（ＣＯＭＭＥＮＴ） ＝最大６０文字 カタカナ、ひらがなは入力できません。

例： ＣＭ２／ＴＨＩＳ ＲＥＣＯＲＤＥＲ ＩＳ １６ ＣＨ ¿

ｺﾒﾝﾄNO.=2 ｺﾒﾝﾄ

6. ＴＭ（年，月，日，時，分の設定）

フォーマット： ＴＭ（YEAR）／（MONTH）／（DAY）／（HOUR）／（MINUTE）

（ＹＥＡＲ） ＝年 範囲は００～９９

（ＭＯＮＴＨ） ＝月 範囲は０１～１２

（ＤＡＹ） ＝日 範囲は０１～３１ 但し、月によって異なります。

（ＨＯＵＲ） ＝時 範囲は００～２３

（ＭＩＮＵＴＥ） ＝分 範囲は００～５９

例： ＴＭ９３／０９／０６／１８／３２ ¿

１９９３年９月６日 １８時３２分を設定します。
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7. ＣＳ（チャートスピードの設定）

フォーマット： ＣＳ（ＳＰＥＥＤ）／（ＵＮＩＴ）

（ＳＰＥＥＤ） ＝チャートスピード

範囲は１～２４００

但し、ｍｍ／ｓｅｃの時は，１～４０

（ＵＮＩＴ） ＝単位の番号

範囲は０～２で、mm／h, mm／min, mm／sec を示します。

例： ＣＳ２０／１ ¿

チャートスピードを２０ｍｍ／ｍｉｎにします。

8. ＳＡ（スタート ＯＮ／ＯＦＦ）

フォーマット： ＳＡ（ＳＷ）

（ＳＷ） ＝スタートのＯＮ／ＯＦＦ

０でＯＦＦ、

１でＯＮ、

２でシンクロナイザ・ストップ

例： ＳＡ０ ¿

記録紙がストップします。

シンクロナイザがオンの場合でも、ただちにストップします。

ＳＡ１ ¿

記録紙が駆動します。

ＳＡ２ ¿

記録紙がストップします。

シンクロナイザがオンの場合、データを出力して停止します。
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9. ＳＹ（シンクロナイザのＯＮ／ＯＦＦ）

フォーマット： ＳＹ（ＳＷ）

（ＳＷ） ： シンクロナイザのＯＮ／ＯＦＦ

０でＯＦＦ、１でＯＮ

例： ＳＹ０ ¿

シンクロナイザＯＦＦ

10. ＭＥ（メジャーＯＮ／ＯＦＦとＣＨの設定）

フォーマット： ＭＥ（ＳＷ）／（ＣＨ）／-----／（ＣＨ）

（ＳＷ） ： メジャーのＯＮ／ＯＦＦ

０でＯＦＦ、１でＯＮ

（ＣＨ） ： チャネル番号 範囲は１～１６

（ＣＨ）は省略できますが、その場合は全てのＣＨの

ＯＮ／ＯＦＦになります。

例１： ＭＥ１／１／２／３／５／６ ¿

ＭＥ１ ¿

１，２，３，５，６ＣＨをメジャーＯＮにする。

チャネル毎のメジャーＯＮ全て１，２，３，５，６ＣＨを

ＯＮ（有効）にする。

注． ＭＥ１ ¿ がなければ記録しません。

例２： ＭＥ０ ¿

チャネル毎のメジャーＯＮ全てを ＯＦＦ（無効）にする。

ＭＥ１ ¿ とするとチャネル毎のメジャーＯＮ設定が、

ＯＮ(有効)になる。

例３： ＭＥ０／２／４／５ ¿

２，４，５ＣＨをメジャーＯＦＦにする。

11. ＦＤ（一定量のフィード）

フォーマット： ＦＤ

例： ＦＤ ¿

約１０ｍｍのフィード

12. ＭＫ（マーカの起動）

フォーマット： ＭＫ

例： ＭＫ ¿

マーカの記録
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13. ＣＮ（転送ＣＨの設定）

フォーマット： ＣＮ（ＣＨ）／（ＣＨ）-----／（ＣＨ）

（ＣＨ） ＝チャネル番号 範囲は１～１６

例： ＣＮ１／５／７ ¿

転送ＣＨを１，５，７ＣＨとします。

14. ＡＤ（アスキーデータの転送要求）

フォーマット： ＡＤ

転送データの

フォーマット： (DATA)／(POINT)／(UNIT)，--------，(DATA)／(POINT)／(UNIT)¿

（ＤＡＴＡ） ＝転送データ 範囲は －３２７６８～３２７６７

（ＰＯＩＮＴ） ＝小数点位置を示す。 範囲は０～３

０＝×××× １＝×××．×

２＝××．×× ３＝×．××× となるので，

（ＰＯＩＮＴ）の値をＮとすると

実際のデータは （ＤＡＴＡ）／１０Ｎ となります。

（ＵＮＩＴ） ＝単位の番号 範囲は０～３

０＝μV １＝mV ２＝Ｖ ３＝℃ となります。

例： ＡＤ ¿ （転送チャネルは １，５，７ＣＨとします）

応答例： １２５６３／１／１，８２９６／３／２，５０００／１／３ ¿

１ＣＨは１２５６．３mV

５ＣＨは８．２９６Ｖ

７ＣＨは５００．０℃

（注）本体のＤＩＳＰＬＡＹがＭＯＮＩＴＯＲ表示（特にＤＩＧＩＴＡＬ表示）を

行っている時は、ＡＤに対する応答が遅くなります。
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15. ＨＤ（１６進データの転送要求）

ＧＰ－ＩＢのみ有効です。

フォーマット： ＨＤ

転送データの

フォーマット： (DATA)／(POINT)／(UNIT)，--------，(DATA)／(POINT)／(UNIT)¿

（ＤＡＴＡ） ＝転送データ ２バイトで下位、上位の順で送ります。

上位のＭＳＢはデータの符号を表します。

（ＰＯＩＮＴ） ＝ＡＤの（ＰＯＩＮＴ）と同じです。

（ＵＮＩＴ） ＝ＡＤの（ＵＮＩＴ）と同じです。

例： ＨＤ ¿ （転送チャネルは １，５，７ＣＨとします）

応答例： ５６Ｈ３２Ｈ０２Ｈ０１Ｈ ３１Ｈ４３Ｈ０３Ｈ０２Ｈ ５８ＨＢ９Ｈ０２Ｈ０１Ｈ

１ＣＨは１２８．８６mV

５ＣＨは１７．２０１Ｖ

７ＣＨは －１８０．８８mV

（注）最終データ転送後にＥＮＤメッセージ（ＥＯＩ）を転送します。

本体のＤＩＳＰＬＡＹがＭＯＮＩＴＯＲ表示（特にＤＩＧＩＴＡＬ表示）を

行っている時は、ＨＤの応答は遅くなります。
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16. ＲＩ（入力ユニットのステータス）

フォーマット： ＲＩ（ＣＨ）¿

（ＣＨ）＝チャネル番号

範囲は１～１６

転送データのフォーマット：

(TYPE)/(FILTER)/(SPAN)/(SPAN-L)/(SPAN-R)

（ＴＹＰＥ） ＝入力のタイプ 範囲は０～９

０：Ｖ １：ｍＶ ２：Ｊ ３：Ｋ ４：Ｅ ５：Ｔ

６：Ｓ ７：Ｒ ８：Ｂ ９：Ｐｔを表す。

（ＦＩＬＴＥＲ）＝フィルターＯＮ／ＯＦＦ ０でＯＦＦ、１でＯＮ

（ＳＰＡＮ） ＝ＳＰＡＮかＲＡＮＧＥ ０でＳＰＡＮ、１でＲＡＮＧＥ

（ＳＰＡＮ－Ｌ）＝ＳＰＡＮの時はＳＰＡＮ－Ｌ、ＲＡＮＧＥの時はＲＡＮＧＥ

になる。

ＴＹＰＥによって範囲が決まる。

（ＳＰＡＮ－Ｒ）＝ＳＰＡＮの時はＳＰＡＮ－Ｒ、ＲＡＮＧＥの時はＢＩＡＳに

なる。

ＴＹＰＥによって範囲が決まる。

例： ＲＩ３ ¿ （３ＣＨの入力情報は？）

応答例： １／０／０／２００／５０ ¿

mV Span SPAN-Lは200mV SPAN-Rは50mV

Filter OFF
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17. ＲＬ（リミッタのステータス）

フォーマット： ＲＬ（ＣＨ）¿

（ＣＨ）＝チャネル番号

範囲は１～１６

転送データのフォーマット：

(USE)/(OUT)/(HIGH)/(LOW)/(BUZZER)

（ＵＳＥ） ＝表示，出力のＯＮ／ＯＦＦ

０：ＯＦＦ、１：ＯＮ

（ＯＵＴ） ＝出力セルＮＯ． 範囲は１～８

（ＨＩＧＨ） ＝上限設定 範囲は０．０～９９．９

（ＬＯＷ） ＝下限設定 範囲は０．０～９９．９

（ＢＵＺＺＥＲ）＝ブザーＯＮ／ＯＦＦ

０：ＯＦＦ、１：ＯＮ

例： ＲＬ２ ¿ （２ＣＨのリミッタ情報は？）

応答例： １／８／８０．０／１０．０／１ ¿

表示出力 ブザーＯＮ

ＯＮ

出力セルNo.は８

上限値は８０．０％

下限値は１０．０％
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18. ＲＳ（スケーリングのステータス）

フォーマット： ＲＳ（ＣＨ）¿

（ＣＨ）＝チャネル番号

範囲は１～１６

転送データのフォーマット：

(USE)/(FULL)/(ZERO)/(UNIT)

（ＵＳＥ） ＝スケーリングのＯＮ／ＯＦＦ

０：ＯＦＦ、１：ＯＮ

（ＦＵＬＬ） ＝左端のスケーリングの値 範囲は－１００００～１００００

（ＺＥＲＯ） ＝右端のスケーリングの値 範囲は－１００００～１００００

（ＵＮＩＴ） ＝単位の番号 範囲は０～７８（次表を参照のこと）

例： ＲＳ１ ¿ （１ＣＨのスケーリングは？）

応答例： ０／１００００／－１００／１５ ¿

表示ＯＦＦ 左端は１００００

右端は－１００ 単位はｇ

０： １： mV ２： Ｖ ５１：kV/sec５２：msec ５３：kcm２

３： kV ４： μA ５： mA ５４： MPa ５５： kPa ５６： Pa

６： Ａ ７： ℃ ８： ﾟＦ ５７：g/sec ５８：mg/m３ ５９： deg

９： Hz １０： kHz １１： m/s ６０：kgf･m ６１： N･m ６２： ppmC

１２：km/h １３： rpm １４： mg ６３： ６４： Ω ６５： kΩ

１５： ｇ １６： kg １７： ｔ ６６：MΩ ６７：ｇｆ ６８： kgf

１８： mm １９： cm ２０： ｍ ６９：cm/m ７０：Nm３/h ７１： µ.m

２１： km ２２： ℓ ２３： ℓ/m ７２：%rpm ７３：kg/s ７４：kg/cm

２４： ℓ/h ２５：mg/ℓ ２６： g/ℓ ７５：kg/mm ７６：mmH20 ７７： μ

２７：mmHg ２８： mb ２９： bar ７８： μe

３０： mdd ３１： pH ３２： ％

３３： %RH ３４： ppm ３５： ppb

３６： Ｗ ３７： kW ３８：kg/cm

３９： t/h ４０：kg/h ４１：mmAq

４２：kc/h ４３：µs/cm ４４：ms/cm

４５： Ｇ ４６： Ｎ ４７：mile

４８：m３/m ４９： m３/s ５０：ℓ/min
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19. ＲＴ（タグネームのステータス）

フォーマット： ＲＴ（ＣＨ）¿

（ＣＨ）＝チャネル番号

範囲は１～１６

転送データのフォーマット： (TAGNAME)¿

例： ＲＴ４ ¿ （４ＣＨのタグネームは？）

応答例： ＥＮＧＩＮＥ ¿

ﾀｸﾞﾈｰﾑ

（ＴＡＧＮＡＭＥ）＝最大８文字

20. ＲＯ（コメントのステータス）

フォーマット： ＲＯ（ＮＯ）¿

（ＮＯ）＝チャネル番号 範囲は、１～３

転送データのフォーマット： (COMMENT)¿

例： ＲＯ２ ¿ （コメント２の内容は？）

応答例： THIS RECORDER IS 16CH¿

ｺﾒﾝﾄ

（ＣＯＭＭＥＮＴ）＝ 最大６０文字
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21. ＲＭ（年，月，日，時，分のステータス）

フォーマット： ＲＭ ¿

転送データのフォーマット：

(YEAR)/(MONTH)/(DAY)/(HOUR)/(MINUTE)¿

例： ＲＭ ¿

応答例： 93/09/06/18/32¿

1993年9月6日 18時32分

（ＹＥＡＲ） ＝年 範囲は００～９９

（ＭＯＮＴＨ） ＝月 範囲は０１～１２

（ＤＡＹ） ＝日 範囲は０１～３１ 但し、月によって異なります。

（ＨＯＵＲ） ＝時 範囲は００～２３

（ＭＩＮＵＴＥ） ＝分 範囲は００～５９

22. ＲＣ（チャートスピードのステータス）

フォーマット： ＲＣ ¿

転送データのフォーマット：

（ＳＰＥＥＤ）／（ＵＮＩＴ）¿

（ＳＰＥＥＤ） ＝チャートスピード

範囲は１～２４００

但し、ｍｍ／ｓｅｃの時は、１～４０

（ＵＮＩＴ） ＝単位の番号

範囲は０～２で、mm／h, mm／min, mm／sec を示します。

例： ＲＣ ¿

応答例： 20/1¿

ﾁｬｰﾄｽﾍﾟｰﾄﾞは20mm/min
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23. ＲＡ（スタートＯＮ／ＯＦＦのステータス）

フォーマット： ＲＡ ¿

転送データのフォーマット： （ＳＷ）

（ＳＷ） ＝スタートのＯＮ／ＯＦＦ

０：ＯＦＦ、１：ＯＮ

例： ＲＡ ¿

応答例： ０ ¿

ｽﾀｰﾄOFF

24. ＲＹ（シンクロナイザのステータス）

フォーマット： ＲＹ ¿

転送データのフォーマット： （ＳＷ）

（ＳＷ） ＝シンクロナイザのＯＮ／ＯＦＦ

０：ＯＦＦ、１：ＯＮ

例： ＲＹ ¿

応答例： ０ ¿

ｼﾝｸﾛﾅｲｻﾞOFF

25. ＲＥ（メジャーＯＮ／ＯＦＦのステータス）

フォーマット： ＲＥ ¿

転送データのフォーマット：

（ＣＨ）／----------／（ＣＨ）

（ＣＨ）＝メジャーＯＮのチャネル

例： ＲＥ ¿

応答例： 1/2/3/5/6¿

1,2,3,5,6CHがﾒｼﾞｬｰON
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６．オプション

６．２ インタ－フェ－スの接続とコマンド

６．２．５ エラ－情報

エラーが生じた時は下表に従って、ホスト側にエラー情報を転送します。

エラーの種類 ＧＰ－ＩＢ ＲＳ－２３２Ｃ

コマンド エラー ＳＲＱ ６５ ＥＲＲＯＲ １

フォーマット エラー ＳＲＱ ６６ ＥＲＲＯＲ ２

パラメータ エラー ＳＲＱ ６７ ＥＲＲＯＲ ３

コマンド エラー： コマンド表以外のコマンドが転送された時

フォーマット エラー： 各コマンドのフォーマットと異なる時

パラメータ エラー： 各数値が範囲内に入っていない時
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６．オプション

６．３ リミット出力

６．３．１ リミット出力

（１）ＵＰＰＥＲ出力 （２）ＬＯＷＥＲ出力

ＯＵＴＰＵＴ １ ＯＵＴＰＵＴ ２

出力セル ピン番号 出力セル ピン番号

８ ６－１７ ８ ６－１７

７ ５－２７ ７ ５－２７

６ １６－２６ ６ １６－２６

５ ４－１５ ５ ４－１５

４ ３－２５ ４ ３－２５

３ １４－２４ ３ １４－２４

２ ２－１３ ２ ２－１３

１ １－２３ １ １－２３

６．３．２ ピン配列

ＭＲ－３４ＬＦ

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
○ 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 ○

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

裏面から見た図です。
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７．仕様

７．１ 本体

基本仕様

型 名 ： Ｕ－１６４１

チャネル ： ８～１６

動作方式 ： 自動平衡式（デジタルサーボ方式）

入力部形式 ： ユニット方式（１ユニット２ｃｈ）

ゼロ点 ： 右基準（設定により、左基準に変更可能）

記 録

記録方式 ： フェルトペン（記録長さ約５ｋｍ）

有効記録幅 ： ２５０ｍｍ

ペン間隔 ： ４ｍｍ

ペン名称 ： ＮＤＬ－＊＊

確 度 ： 測定確度＋有効記録幅の±０．２５％（直線性，不感帯を含む）

（測定確度：入力ユニットの仕様を参照）

最大ﾍﾟﾝ速度 ： 約１６００ｍｍ／ｓ

ｼ ﾝ ｸ ﾛ ﾅ ｲ ｻ ﾞ ： オン、オフ ２０データ／１ｍｍ

ﾒ ｼ ﾞ ｬ ｵ ﾝ ｵ ﾌ ： 各チャネル単独

記 録 紙 ： ロール式記録紙〔№25020P50 (50m)、№2501P50 (20m)〕

記録紙送り速さ： １０ｍｍ～２４００ｍｍ ／ｍｉｎ，／ｈ １ｍｍ毎に設定

時間軸分解能 ： ０．０５ｍｍ

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度 ： 最高４ｍｓ

記録紙早送り ： ２４００ｍｍ／ｍｉｎ（逆転はなし）

記録紙送り確度： ±０．１％（記録長さ１ｍ以上において）

記録紙終了検出： 有り（ＣＨＡＲＴ ＥＭＰＴＹを表示）

ペンアップ、送り停止

振り切れ防止 ： 信号リミッタ

記録紙巻き取り： 有り（オプション）

重畳マーカ ： 操作スイッチにて動作

外部リモートで動作

シンクロ オン、オフに連動

振幅：約１０ｍｍ

オン時間：約５０ｍｓ

ｵｰﾄﾍﾟﾝｷｬｯﾌﾟ ： 電源オフ時，メジャ オフ時および記録紙終了時自動的にペンを

所定の位置に収納
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７．仕様

７．１ 本体

表 示

表示器 ： ＥＬディスプレイ ５インチ

３２０×２５６ドット

表示モード ： （１）レンジ表示 全チャネル同時表示

（２）デジタル測定値表示

測定値６桁（符号、測定データ、小数点）

日時、チャートスピード

（３）ウェーブ

（４）ＡＵＸ（補助機能）

リミッタ、記録紙送りトリガ、スケーリング（物理量）、

時刻、タグネーム、ペンアジャスト、コメント、ＩＣカード、

ＣＦカード（オプション）

インタフェース（オプション）

リミットスイッチ（出力はオプション）

レベル数 ： ２レベル（各チャネル）

種 類 ： 上限 下限

警 報 ： リミット値を超えると警報音を発声 オン、オフ機能付き

出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ) ： ２接点／ｃｈ ホトモス出力、最大８チャネル

接点容量 ＤＣ４００Ｖ（ＤＣ＋ＡＣ peak） ０．１Ａ

記録紙送りトリガ

外部リモート ： 外部リモートのオンで記録紙送りスタート

トレンド ： 変速数 ３速（３段階設定）

演 算

スケーリング ： 範囲－１００００～＋１００００（小数点、任意設定、任意単位）
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７．仕様

７．１ 本体

ＧＰ－ＩＢインタフェース（オプション）

規 格 ： ＩＥＥＥ ｓｔｄ ４８８－１９７８に準拠

モード ： 設定値、測定値の入出力

ＲＳ－２３２Ｃインタフェース（オプション）

規 格 ： ＥＩＡ ＲＳ－２３２Ｃに準拠

モード ： 設定値、測定値の入出力

伝送速度 ： １.２Ｋ，２.４Ｋ，４.８Ｋ，９.６Ｋ ｂｐｓ

ＩＣメモリカード

機 能 ： 設定値のメモリ

容 量 ： １６Ｋバイト（１６ファイル）

型 名 ： ＪＳ２５６Ｇ３－ＣＺ－１５

電 池 ： ２０１６シリーズ

電池切れの場合、”ＮＯ ＢＡＴＴＥＲＹ”を表示

寿命 ５年以上（２５℃にて,本体より外した状態

電池は、ＢＲ２３２５を使用）

記憶項目 ： １．入力アンプ、記録紙送り（ＩＮＰＵＴ）の設定

２．波形表示（ＭＯＮＩＴＯＲ）の設定

３．リミッタの設定

４．記録紙送りトリガの設定

５．スケーリングの設定

６．タグネームの設定

７．コメントの設定
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７．仕様

７．１ 本体

外部リモート １

記録紙送り

クロックの選択 ：外部クロック・内部クロックの選択

外部クロックに同期して、記録紙を送ることが可能

Ｌ → 外部

Ｈ → 内部

外部クロック入力 ：５０μｍ／１クロック ＴＴＬ

最大周波数 ８００Ｈｚ

最小パルス幅 １０μｓ

重畳マ－カ ：全チャネル同時

立ち下げ↓ → オン

記録紙送り ：本体を並列運転するとき使用

同期出力 ：１クロック／５０μｍ

ＴＴＬ

Ｕ－１６４１ Ｕ－１６４１

同期出力 外部クロック入力

（クロックの選択：Ｌ）

メジャ－、オン・オフ：全チャネル同時

立ち下げ↓ → メジャーオン

立ち上げ↑ → メジャーオフ（５ｍｓ以下の

信号には応答しません）

外部リモート ２（オプション）

ＥＸＴ． チャート速度①

ＥＸＴ． チャート速度②

内蔵時計

確 度 ： 日差±４秒(typ.)

記録桁 ： ＮＮ年ＮＮ月ＮＮ日ＮＮ時ＮＮ分ＮＮ秒(西暦)

バックアップ

項 目 ：各設定 内蔵時計

電 池 ：リチウム２次電池、本体内蔵

記憶時間 ：約１ヶ月(２５℃)
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７．仕様

７．１ 本体

動 作

ペンリフト ：電源オフで、全ペン ペンレストへ移動

全ペン同時仕様

・メジャ オン オフ・スイッチ

メジャ オフ →ペンアップ→ペンレスト

(この間、メジャ オフ以外のペンは静止)

メジャ オン→ペンアップ→記録位置へ移動→ペンダウン

(この間、メジャ オン以外のペンは静止)

一般仕様

耐電圧 ： 電源－シャシ（ＧＮＤ）間 ＡＣ１５００Ｖ １分間

アナログ入力－シャシ（ＧＮＤ）間 ＡＣ５００Ｖ １分間

アナログ各入力間 ＡＣ５００Ｖ １分間

絶縁抵抗 ： 電源－シャシ（ＧＮＤ）間 １００ＭΩ以上

ＤＣ５００Ｖメガにて

制御入出力－シャシ（ＧＮＤ）間 ２０ＭΩ以上

ＤＣ２５０Ｖメガにて

アナログ入力－シャシ（ＧＮＤ）間 １００ＭΩ以上

ＤＣ５００Ｖメガにて

使用環境 ： 温度 ５～４５℃ 湿度 ３５～８０％ＲＨ

保存環境 ： 温度 －５～５０℃ 湿度 ３５～８０％ＲＨ

振 動 ： ５～５０Ｈｚ ０．１Ｇ以下

衝 撃 ： 許容せず

電 源 ： ＡＣ９０～１３２Ｖ／１７０～２６５Ｖ （切換え方式）

４７～４４０Ｈｚ

ＤＣ ９Ｖ～ＤＣ１６Ｖ （オプション）

消費電力 ： 最大負荷 ８ペン ２４０Ｗ typ.

１０ペン ２４０Ｗ typ.

１２ペン ２５０Ｗ typ.

１４ペン ２６０Ｗ typ.

１６ペン ２７０Ｗ typ.

平衡時 ８ペン １５０Ｗ typ.

１０ペン １５５Ｗ typ.

１２ペン １６０Ｗ typ.

１４ペン １６５Ｗ typ.

１６ペン １７０Ｗ typ.

最大値は，typ. の値の２０％アップとなります。
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７．仕様

７．１ 本体

外形寸法 ： 約４３８（Ｗ）×２９０（Ｈ）×５２００（Ｄ）ｍｍ

質 量 ： ８ｃｈ １８．０ｋｇ （直流電圧／温度入力ユニットを含む）

１０ｃｈ １９．５ｋｇ （ 〃 ）

１２ｃｈ ２１．０ｋｇ （ 〃 ）

１４ｃｈ ２２．５ｋｇ （ 〃 ）

１６ｃｈ ２４．０ｋｇ （ 〃 ）

付属品 ： 電源コード １

記録紙（２０ｍ）№2501P50 １

ＩＣカード １

ペ ン（各色） NDL-** 各１

ダストカバー １

ヒューズ（本体に内蔵） ５Ａ １

入力カバ－ １

入力カバ－ステ－ ４

スポイド １

接地アダプタ １

外部リモートコネクタ １

取扱説明書 １
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７．仕様

７．１ 本体

外観図

Ｕ－１６４１
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７．仕様

７．２ 入力ユニット １６ＴＣＶ１

１．はじめに

Ｕ－１６４１シリ－ズ用 直流電圧／温度ユニットです。１ユニットで２チャネル計

測することができます。各チャネルの設定は独立し、電気的にも絶縁されています。

２．入 力

型 名 ： 直流電圧／温度 入力ユニット １６ＴＣＶ１

適合本体 ： Ｕ－１６４１シリ－ズ、Ｕ－８４１シリーズ

入力方式 ： 不平衡、フローテング

入力抵抗 ： １ＭΩ一定

信号源抵抗 ： １ＫΩ以下

入力種類 ： ・電圧

・熱電対 ＪＩＳ ７種

Ｊ，Ｋ，Ｅ，Ｔ，Ｓ，Ｒ，Ｂ

・測温抵抗体 Ｐｔ１００Ω ３線式（オプション）

測定範囲 ： ・電圧 １００μＶ～１００Ｖ

１００μＶ～５００μＶは 拡大機能により計測

分圧器（オプション）の使用により、±５００Ｖまで計測可能

・熱電対（ＪＩＳによる）

Ｊ －２００℃ ～ １２００℃

Ｋ －２５０℃ ～ １３００℃

Ｅ －２５０℃ ～ １０００℃

Ｔ －２５０℃ ～ ４００℃

Ｓ －４０℃ ～ １７６０℃

Ｒ －４０℃ ～ １７６０℃

Ｂ １００℃ ～ １８２０℃

・測温抵抗体 －２００℃ ～ ６６０℃ Ｐｔ１００Ω ３線式

（オプション）

ゼロ点移動範囲： ＲＡＮＧＥ，ＢＩＡＳで設定する場合

０～±２００％ ０．１％毎の設定

ＳＰＡＮ－Ｌ，－Ｒで設定する場合

±１.０００％

（１．０Ｖ～１．１Ｖの設定が可能）
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７．仕様

７．２ 入力ユニット １６ＴＣＶ１

測定確度 ： 電圧入力

±（０.０５％（ｒｄｇ）＋０.０３％(ｒａｎｇｅ)＋１μＶ）※1

熱電対入力

±（０.０５％（ｒｄｇ）＋０.５℃）Ｊ，Ｋ，Ｅ，Ｔ

±（０.０５％（ｒｄｇ）＋ １ ℃）Ｓ，Ｒ，Ｂ

測温抵抗体（オプション）

±（０.０５％（ｒｄｇ）＋０.２℃） Ｐｔ１００Ω

基準接点補償

±０.５℃ Ｊ，Ｋ，Ｅ，Ｔ

±１ ℃ Ｓ，Ｒ，Ｂ （２３±３℃において）

オン、オフ機能付き

オン： 通常の電源ＯＮで設定されます。

オフ： ＳＥＬＥＣＴスイッチ（右）“→”を押しながら、

電源をＯＮにします。

入力アンプの設定画面（ＩＮＰＵＴ）のＴＹＰＥ

の左に“・”が入ります。

“・Ｔ”

基準接点補償を有効にするには、電源スイッチを

ＯＦＦにし、再び、ＯＮにします。

温度特性 ： 電圧・熱電対入力

ゼロ ±（０．２μＶ＋０．０１％（ｒａｎｇｅ））／ＦＳ／℃

ＦＳ ±０．０１％（ｒａｎｇｅ）／ＦＳ／℃

測温抵抗体（オプション）

ゼロ ±０．０２％（ｒａｎｇｅ）／ＦＳ／℃

ＦＳ ±０．０２％（ｒａｎｇｅ）／ＦＳ／℃

通電後３０分 ±０．５％／ＦＳ

耐ノイズ特性 ： コモンモード除去比（ＣＭＲＲ） －１５０ｄＢ以上

（ＡＣ５０／６０Ｈｚ）

ノーマルモード除去比（ＮＭＲＲ） －５０ｄＢ以上

（ＡＣ５０／６０Ｈｚ）

分解能 ： １４ｂｉｔ

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周期 ： ４ｍｓ

耐電圧 ： アナログ入力－シャシ（ＧＮＤ）間 ＡＣ５００Ｖ １分間

アナログ各入力間 ＡＣ５００Ｖ １分間

絶縁抵抗 ： アナログ入力－シャシ（ＧＮＤ）間 １００ＭΩ以上

ＤＣ５００Ｖにて

フィルタ ： オン １Ｈｚ、オフ １０Ｈｚ （－３ｄＢ）
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７．仕様

７．２ 入力ユニット １６ＴＣＶ１

※１ ｒａｎｇｅ

設定値により、表２から選択します。

１）入力設定が“ＳＰＡＮ”の場合

ＳＰＡＮ－Ｌ、ＳＰＡＮ－Ｒのいずれか大きい値が設定値レンジになります。

（例）

ＳＰＡＮ－Ｌ：１．２Ｖ、ＳＰＡＮ－Ｒ：１Ｖと設定した場合、

１～１．２Ｖの間を記録します。表２の設定値レンジは１．２Ｖに

なり、測定算出ｒａｎｇｅは、２．０４８Ｖとなり確度は、

±(0.05%×1.2V(Max.)+0.03%×2.048V+1μV)=±1.314 mV となります。

２）入力設定が“ＲＡＮＧＥ”の場合

（１）ゼロ点設定が０～１００％

表２から設定値レンジと測定確度算出ｒａｎｇｅを決定します。

（例）

設定レンジ：１．５ｍＶ、ゼロ点：２０％と設定した場合、

－０．３ｍＶ～１．２ｍＶの間を記録します。設定値レンジは

１．５ｍＶで、表２から測定算出ｒａｎｇｅは２ｍＶとなり確度は、

±(0.05%×(｜-0.3mV～1.2mV｜)+0.03%×2mV+1μV)=±2.35μV と

なります。

（２）ゼロ点が－側、および＋１００％以上

設定値にゼロ点位置を加算した数値が表２の設定値レンジになります。

（例）

設定レンジ：１．５ｍＶ、ゼロ点：＋２００％と設定した場合、

３ｍＶ～４．５ｍＶの間を記録します。

設定値レンジは、1.5mV×200%+1.5mV=4.5mV となり、

測定確度算出ｒａｎｇｅは、８ｍＶとなります。

確度は、±(0.05%×4.5mV(Max.)+0.03%×8mV+1μV)=±5.65μV と

なります。

表２ 測定確度算出ｒａｎｇｅ
設定値レンジ ｒａｎｇｅ
100μV～999μV 1mV

1mV～1.999mV 2mV
2mV～3.999mV 4mV
4mV～7.999mV 8mV
8mV～15.99mV 16mV
16mV～31.99mV 32mV
32mV～63.99mV 64mV
64mV～127.9mV 128mV

128mV～255.9mV 256mV
256mV～511.9mV 512mV
512mV～1023mV 1024mV

1.024 V～2.047 V 2.048V
2.048 V～4.095 V 4.096V
4.096 V～8.191 V 8.192V
8.192 V～16.37 V 16.38V
16.38 V～32.76 V 32.76V
32.77 V～65.53 V 65.54V
65.54 V～131.06V 131.08V

（３）１００μＶ～５００μＶの確度は、１ｍＶレンジの確度になります。
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７．仕様

７．２ 入力ユニット １６ＴＣＶ１

３．外観図
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７．仕様

７．３ 入力ユニット １６ＲＴＤ１

オプション

１．はじめに

白金測温抵抗体ユニットで 直流電圧／温度ユニット（１６ＴＣＶ１）内に組み込ま

れます。１ユニットで２チャネル計測する事ができ、各チャネルの設定は独立し、

電気的にも絶縁されています。

２．入 力

型 名 ： 白金測温抵抗体ユニット １６ＲＴＤ１

適合本体 ： Ｕ－１６４１シリ－ズ、Ｕ－８４１シリーズ

測温抵抗体 ： Ｐｔ１００Ω ３線式 １ｍＡ

測定範囲 ： －２００℃ ～ ６６０℃

測定確度 ： ±（０．０５％（ｒｄｇ）＋０．２℃） Ｐｔ１００Ω

温度特性 ： ゼロ ±０．０２％（ｒａｎｇｅ）／ＦＳ／℃

ＦＳ ±０．０２％（ｒａｎｇｅ）／ＦＳ／℃

通電後３０分 ±０．５％／ＦＳ

３．外観図
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７．仕様

７．４ ＤＣ－ＤＣコンバ－タ １６ＤＣＰ１

オプション

１.はじめに

ＤＣ駆動用電源装置で、本体内蔵タイプです。車載用に適していますが、

ＡＣ駆動も行えますので、ＡＣ電源のバックアップ用としても使用できます。

２.仕 様

型 名 ： １６ＤＣＰ１（－００仕様） ＤＣ－ＤＣコンバータ

回 路 方 式 ： スイッチング方式

入 力 電 圧 ： ＤＣ１２Ｖ（ＤＣ９Ｖ～ＤＣ１６Ｖ）

入 力 保 護 ： 入力逆接続の保護回路付き

消 費 電 力 ： 最 大 １６ペン １６５ＶＡ

１４ペン １６０ＶＡ

１２ペン １５５ＶＡ

１０ペン １４５ＶＡ

８ペン １４５ＶＡ

平衡時 １６ペン １０５ＶＡ

１４ペン １０１ＶＡ

１２ペン ９７ＶＡ

１０ペン ９３ＶＡ

８ペン ９０ＶＡ

使 用 環 境 ： 本体に準ずる

絶 縁 抵 抗 ： 電源－シャシ（ＧＮＤ） ５０ＭΩ以上

（ＤＣ５００Ｖメガー）

耐 電 圧 ： 電源－シャシ（ＧＮＤ） ＤＣ５００Ｖ（一分間）

入力－出力 ＤＣ５００Ｖ（一分間）

形 状 ： 本体に内蔵

質 量 ： 約８００ｇ（本体質量に加算、電源コード含まず）

付 属 品 ： ヒューズ ３０Ａ １

ＤＣ用電源コード １



- 104 -

７．仕様

７．４ ＤＣ－ＤＣコンバ－タ ８４ＤＣＰ１

３.外観図
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７．仕様

７．５ 記録紙巻き取り装置 １６ＴＡＫ１

オプション

型 名 ： １６ＴＡＫ１（－００仕様）

適 合 記 録 紙 ： ロール式記録紙〔No.25020P50(50m)、No.2501P50(20m)〕

動 作 ： 単独駆動（本体の記録紙送り機構と連動しません）

質 量 ： 約３００ｇ

付 属 品 ： 記録紙巻き取りボビン １

記録紙ホルダ 左右 各１
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７．仕様

７．６ ＣＦカードユニット １６ＭＥＭ１

オプション

型 名 ： １６ＭＥＭ１

適 合 本 体 ： Ｕ－１６４１、Ｕ－８４１

メ デ ィ ア ： ＣＦカード

フォーマット ： Ｗｉｎｄｏｗｓ

デ ー タ 容 量 ： ６４ Ｍbyte ～ ４ Ｇbyte

セ ー ブ ： リアルタイムデ－タをＣＦカードに転送します。

ロ ー ド ： ＣＦカードのデータを記録します。

デ リ ー ト ： ＣＦカードのデータを削除します。

サンプリング時間 ： チャートスピードと関係なく設定できます。

設定範囲は、４ｍｓｅｃ～９９９６ｍｓｅｃ

記 録 時 間 ： ＳＡＶＥ ＣＨ、ＬＥＮＧＴＨ、サンプリングタイムより自動的に

決定され､ 画面に表示します。

外 観 図
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７．仕様

７．７ インタフェ－スユニット

１６ＩＮＦ２（ＲＳ－２３２Ｃ）

オプション

型 名 ： １６ＩＮＦ２

適 合 本 体 ： Ｕ－１６４１、Ｕ－８４１

規 格 ： ＥＩＡ ＲＳ－２３２Ｃに準拠

モ ー ド ： 設定値、測定値の入出力

伝 送 速 度 ： １.２Ｋ，２.４Ｋ，４.８Ｋ，９.６Ｋ ｂｐｓ

外 観 図
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７．仕様

７．８ インタフェ－スユニット

１６ＩＮＦ３（ＧＰ－ＩＢ）

オプション

型 名 ： １６ＩＮＦ３

適 合 本 体 ： Ｕ－１６４１、Ｕ－８４１

規 格 ： ＩＥＥＥ ｓｔｄ ４８８－１９７８に準拠

モ ー ド ： 設定値、測定値の入出力

外 観 図
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７．仕様

７．９ リミット出力 １６ＬＩＭ１

オプション

型 名 ： １６ＬＩＭ１

適 合 本 体 ： Ｕ－１６４１

出 力 素 子 ： フォトモスリレー

負 荷 ： ＡＣ／ＤＣ兼用

負 荷 電 圧 ： ４００Ｖ（ＤＣ＋ＡＣ peak）

負 荷 電 流 ： ０．１Ａ ｍａｘ．

オ ン 抵 抗 ： １６Ω ｍａｘ．

付 属 品 ： コネクタ ２

外 観 図
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７．仕様

７．１０ Ｕ－１６４１用台車 １６ＣＡＲＴ１

外 観 図

オプション


